
各種相談

僕の家には、いろんな色の積み
木があるよ！積み木で遊ぶのが
好きで、高く重ねることが出来
るんだぁ～！

大好きな家族の絵を描きました♥
「ママ～！らいむ～！けんちゃ～
ん！きせ～！みんな大好き♥」

髙 山　稜 永くん（うめ組）
たか やま

古 川　陽 彩さん（うめ組）
いろひふる かわ

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園336

えいりょう

４/１～６/10は山火事防止
運動強調期間です。
山火事は一人ひとりの注意で防ぐことができます

火を使うときは十分気をつけましょう
『山火事を  防ぐあなたの  心がけ』

役場農林課  TEL 78－2111

山火事を防ごう５月
男　1,121人（－11人）
女　1,151人（－４人）
計　2,272人（－15人）
世帯数905世帯（－１世帯）
（令和４年３月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構
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燃えるごみ収集日

今年は、14人の１年生が入学しました。
元気いっぱいの１年生です。
地域の皆さん、どうぞよろしくお願いします！

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

小学校、中学校入学式など　Ｐ２－３

・春の交通安全運動・火災予防運動 ………… Ｐ４－５
・新郷村職員配置及び機構図 ………………… Ｐ６－７
・議会だより　令和４年３月定例会 ………… Ｐ８－11
・後期高齢者医療制度に関するお知らせ …… Ｐ12

今月の話題

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

新小学１年生です★★ 村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時

（相談室）
障がい者出張相談
５月11日  ※予約制
℡61－7555

（総合福祉センター）
行政相談
５月17日　午前９時～11時

（相談室）
「くらし」と「しごと」無料相談会
５月24日　午後１時～４時

（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2022年
さつき
May

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

皐月
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71 2 6543 こどもの日みどりの日憲法記念日

121110 13 14

1615 17 18 19 20 21

24 25 26 27 2822 23

29 30 31 3 41 2

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

第450回
子ども会親子早起き
掃除・親子花植え活動

障がい者出張相談
（予約制）

行政相談

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

粗大ごみ収集受付
（～９日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えないごみ収集日

「くらし」と「しごと」
無料相談会

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）
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小
学
校
で
は
、
男
女
各
９
名
ず
つ
、
計
18
名
の
生
徒
が
学
び

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
卒
業
証
書
授
与

　
晴
れ
着
姿
の
卒
業
生
た
ち
は
、
凛
と
し
た
姿
で
卒
業
証
書
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
ら
は
成
長
し
た
姿
を
静
か
に

見
届
け
ま
し
た
。

　
共
に
過
ご
し
た
６
年
間

　
全
員
で
の「
門
出
の
言
葉
」で
は
、「
心
を
一
つ
に
し
て
、
様
々

な
行
事
を
乗
り
切
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
、
つ
ら
か
っ
た

こ
と
も
全
部
が
大
切
な
思
い
出
」と
６
年
間
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
支
え
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
、
家
族
、
教
職
員
ら
に
感
謝

し
、
立
派
な
中
学
生
に
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
１
年
生

　
入
学
式
で
は
、
新
入
学
児
童
14
人

が
在
校
生
や
教
職
員
に
あ
た
た
か
く

見
守
ら
れ
な
が
ら
入
場
。

　
山
本
校
長
は「
友
達
と
は
仲
良
く
、

力
を
合
わ
せ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
先
生
の
い
う
こ
と

を
よ
く
聞
い
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て

く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
入
学
児
童
を
代
表
し
、
小
沢
さ
ん
、

長
根
さ
ん
、
盛
田
さ
ん
の
３
人
が
櫻

井
村
長
ら
か
ら
教
科
書
や
黄
色
い
安

全
帽
を
受
け
取
り「
丁
寧
な
字
が
書
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
」「
車
に
気
を
つ

け
て
学
校
に
来
る
」な
ど
と
元
気
い
っ

ぱ
い
に
目
標
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

新郷小学校卒業式　６年間の思い出を胸に

新郷小学校入学式　ご入学おめでとうございます！

よ
う
こ
そ
！
新
郷
中
学
校
へ

　
中
学
校
で
は
、
真
新
し
い
制
服
に
身

を
包
み
、
喜
び
と
期
待
に
胸
を
大
き
く

膨
ら
ま
せ
、
新
入
生
が
入
場
し
ま
し
た
。

田
中
校
長
は「
魅
力
あ
る
人
間
へ
と
成

長
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ

る
よ
う
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
式
辞
。

　
在
校
生
代
表
の
村
上
さ
ん
は「
よ
う

こ
そ
！
新
郷
中
学
校
へ
」と
元
気
い
っ

ぱ
い
に
歓
迎
の
言
葉
を
お
く
り「
昨
年

は
全
身
全
霊
で
、
新
生
新
郷
中
学
校
の

基
盤
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
誇
り
に

思
え
る
学
校
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
続
け
ま
し
た
。
新
入
生
代

表
の
佐
藤
さ
ん
は「
先
輩
た
ち
の
格
好

い
い
姿
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
夢

に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
育
ち
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

３月18日

４月７日

新郷中学校入学式　喜びと期待の学校生活４月７日

令和４年４月１日に新郷村職員として採用された方を紹介します 田子町から来ました！

厚生課
　保健師　笹　　　美早紀

初めてのことばかりで、緊張
しています。村民の方々に顔と
名前を覚えていただけるよう、
元気に頑張って参ります。
皆様とお話をするのを、とても
楽しみにしています。

総務課
　主事　　長　野　晃　志

出身は新郷村ですが、村の地名
や事業など知らないことがた
くさんあります。これから、村の
様々な知識を身に着けて、故郷
に恩返しをしていきたいです。
よろしくお願いいたします。

税務課
　主査　　中　村　秀　樹

三戸郡町村会による職員の人
事交流事業にて、田子町から来
ました。村民の皆様のお役に立
てるよう努めていくとともに、
村での行事・政策・取り組みを
学んで行きます！
１年間よろしくお願いします。

ささ み なが の こう し なか むら ひで ききさ
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出
席
簿
の

一
番
と
し
て
卒
業
す

戸
　
来
　
れ
い
子

カ
ー
テ
ン
を

引
く
が
如
く
春
の
雲

佐
　
藤
　
章
　
一

春
め
き
て
中
洲
の
木
立

し
ぶ
き
あ
げ福

　
山
　
昭
　
子

蕗
の
と
う

親
指
ほ
ど
の
子
に
育
ち

金
　
沢
　
福
　
笑

春
め
く
や
ぬ
か
る
み
を

よ
け
足
運
ぶ鹿

　
島
　
千
惠
子

春
め
く
や
友
に
絵
葉
書

福
寿
草

畑
　
山
　
敏
　
則

降
る
雪
が
ほ
ほ
に

と
ろ
り
と
春
め
く
日

佐
　
藤
　
直
　
子

太
陽
の
め
ぐ
み

し
み
じ
み
春
め
く
日

鹿
　
島
　
惠
美
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
り
、
縮
小
と
な

り
ま
し
た
が
期
間
中
の
10
日
間
、

村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
交
通

指
導
隊
ら
が
、
村
内
５
ヶ
所
で
街

頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
①
子
供
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
②
歩
行

者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上
③
自
動
車
の
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と
安
全
確
保
を
重
点
に
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
７
時
15
分
か
ら
約
30
分
間
、
登
校
す
る
児
童
生
徒
と
元
気
に
挨
拶

を
交
わ
し
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
今
後
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
五
戸
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
の
高
橋
会
長
は
、
41
年
に
わ
た

る
献
身
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

交
通
栄
誉
賞「
十
字
金
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
高
橋
会
長
は
、
昭
和
55
年
に
安

全
運
転
管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
と

同
時
に
、
五
戸
地
区
交
通
安
全
運

転
管
理
者
協
会
理
事
に
も
就
任

し
、
交
通
安
全
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
に
は
、
協
会
に
加
入

す
る
全
事
業
所
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
配
付
す
る
な
ど
、
交

通
事
故
防
止
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
12
日
、
高
橋
会
長
が
村
長

室
に
報
告
に
訪
れ「
安
心
安
全
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
活
動
を
継
続

し
行
っ
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
、
東
北
医
療
福
祉
事

業
協
同
組
合（
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
）か

ら
、
村
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
へ
の
、
寄
付
贈
呈
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　
八
戸
市
の
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
は
、

東
北
地
方
で
病
院
や
介
護
施
設
な

ど
の
医
療
福
祉
事
業
を
展
開
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
村
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
へ
継
続
的
に
寄

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
田
中
理
事
長
は「
猟
友
会
の
活
動

へ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
30
万
円

の
寄
付
金
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
山
村
隊
長
は「
新
規
会
員
の
確

保
・
育
成
に
役
立
て
た
い
」と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

　
元
消
防
職
員
又
は
消
防
団
員
と

し
て
培
っ
た
豊
富
な
経
験
を
活
か

し
て
、
災
害
時
等
限
定
し
た
消
防

活
動
を
す
る
機
能
別
団
員
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
入
団
希
望
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

新
郷
村
役
場
総
務
課
又
は
近
く
の

分
団
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
郷
村
で
は
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
に
対
し

て
は
、
災
害
時
等
の
出
動
に
対
す

る
報
酬
、
一
定
年
数
以
上
勤
続
し

た
団
員
に
対
す
る
退
職
報
償
金
、

各
種
祝
金（
結
婚
・
出
産
）、
及
び

活
動
時
の
怪
我
な
ど
に
対
す
る
公

務
災
害
補
償
の
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
運
転
免
許
取
得

に
係
る
補
助（
要
件
有
）等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
入
団
希
望
や
お
問
い

合
わ
せ
は
、
新
郷
村
役
場
総
務
課

又
は
近
く
の
分
団
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

交
通
栄
誉
賞

　　「
十
字
金
賞
」受
賞

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
４
月
６
日
〜
15
日
）

　「
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検

火
の
始
末
」を
全
国
統
一
標
語
に
、

青
森
県
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
11
日
、
村
で
は
、
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
美
郷
館
前
で
、

防
火
広
報
パ
レ
ー
ド
を
開
催
。
出

動
式
終
了
後
、
消
防
団
員
は
消
防

車
両
に
乗
り
込
み
、
警
鐘
を
鳴
ら

し
な
が
ら
村
内
を
巡
り
ま
し
た
。

　
新
郷
村
消
防
団
第
８
分
団（
田
茂

学
分
団
長
）に
新
し
い
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
が
導
入
さ
れ
、
４

月
３
日
に
配
置
式
と
入
魂
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
積
載
車
は
、
迅
速
か
つ

確
実
な
消
火
活
動
を
可
能
に
し
、

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
活
躍
し

ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
西
分
遣
所
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
こ
と
が
、
我
々
の
使

命
で
あ
り
ま
す
。
使
命
を
達
成

す
る
た
め
所
員
一
丸
と
な
っ
て
、

地
域
に
密
着
し
た
火
災
予
防
と

防
災
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
郷
村
か
ら
火
災
が
発
生
し

な
い
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
の
転
勤

で
む
つ
警
察
署
の
大
湊
交
番
か
ら

五
戸
警
察
署
の
新
郷
駐
在
所
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
異
動
し

て
き
た
ば
か
り
で
新
郷
村
の
こ
と

を
よ
く
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
巡
回
連
絡
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
通
じ
て
新
郷
村
の
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
駐
在
所
の
経
験
が
初
め
て

で
、
勝
手
が
わ
か
ら
ず
に
皆
さ
ん

に
苦
労
を
お
か
け
す
る
点
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
も
し
も
何
か
困
っ
た
事
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
駐
在
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

 （
４
月
11
日
〜
17
日
）

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
導
入

　
田
中
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
は
青

森
県
消
防
功
労
表
彰
式
に
て
、

青
森
県
知
事
表
彰
を
受
章
し
ま

し
た
。

　
田
中
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和
53
年
に
結
成
し
、
防
火
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

期
間
中
や
、
お
盆
期
間
中
に
は
、

防
災
無
線
に
よ
る
火
災
予
防
広

報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
の
継
続
や
、
地

域
に
密
着
し
た
防
火
活
動
の
展

開
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
・
事
件
は

１
１
０
番

火
事
・
救
急
救
助
は

１
１
９
番

五戸消防署西分遣所
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所長　金澤　広之

消
防
団
機
能
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団
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制
度
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を
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出
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簿
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番
と
し
て
卒
業
す

戸
　
来
　
れ
い
子

カ
ー
テ
ン
を

引
く
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如
く
春
の
雲

佐
　
藤
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一

春
め
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中
洲
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ぶ
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山
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島
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雪
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月
の

新
郷
俳
句
会
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全
国
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安
全
運
動
に
合

わ
せ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
り
、
縮
小
と
な

り
ま
し
た
が
期
間
中
の
10
日
間
、

村
交
通
安
全
対
策
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通

指
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隊
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が
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村
内
５
ヶ
所
で
街
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指
導
を
行
い
ま
し
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。

　
今
回
は
、
①
子
供
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
②
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行
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運
転
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等
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安
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運
転
意
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向
上
③
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動
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の
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と
安
全
確
保
を
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点
に
活
動
が
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わ
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ま
し
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。

　
午
前
７
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か
ら
約
30
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間
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交
わ
し
な
が
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通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
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。
今
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交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
五
戸
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
の
高
橋
会
長
は
、
41
年
に
わ
た

る
献
身
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

交
通
栄
誉
賞「
十
字
金
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
高
橋
会
長
は
、
昭
和
55
年
に
安

全
運
転
管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
と
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時
に
、
五
戸
地
区
交
通
安
全
運

転
管
理
者
協
会
理
事
に
も
就
任

し
、
交
通
安
全
活
動
を
し
て
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ま

し
た
。

　
平
成
30
年
に
は
、
協
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加
入

す
る
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事
業
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に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
配
付
す
る
な
ど
、
交

通
事
故
防
止
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
12
日
、
高
橋
会
長
が
村
長

室
に
報
告
に
訪
れ「
安
心
安
全
な
社

会
を
実
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す
る
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め
、
活
動
を
継
続

し
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っ
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」と
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ま
し
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。
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17
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、
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北
医
療
福
祉
事
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同
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Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
）か

ら
、
村
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
へ
の
、
寄
付
贈
呈
式
が
あ
り
ま

し
た
。
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介
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。
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。
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だ
さ
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30
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ま
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の
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を
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を
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る
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団
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制
度
を
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た
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入
団
希
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や
お
問
い
合
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せ
は
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郷
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場
総
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課
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は
近
く
の

分
団
ま
で
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し
ま
す
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新
郷
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で
は
消
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団
員
を
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集
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ま
す
。
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団
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に
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て
は
、
災
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時
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の
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に
対
す

る
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酬
、
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数
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上
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し

た
団
員
に
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す
る
退
職
報
償
金
、

各
種
祝
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結
婚
・
出
産
）、
及
び

活
動
時
の
怪
我
な
ど
に
対
す
る
公

務
災
害
補
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の
制
度
が
設
け
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れ

て
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ま
す
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こ
の
他
に
も
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運
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免
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取
得

に
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補
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有
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が
あ
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始
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語
に
、
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予
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が
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ま
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た
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、
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で
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流
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前
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了
後
、
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は
消
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に
乗
り
込
み
、
警
鐘
を
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ら

し
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が
ら
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内
を
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り
ま
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た
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新
郷
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消
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団
第
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分
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田
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学
分
団
長
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新
し
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小
型
動
力
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プ
付
積
載
車
が
導
入
さ
れ
、
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月
３
日
に
配
置
式
と
入
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式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
積
載
車
は
、
迅
速
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つ

確
実
な
消
火
活
動
を
可
能
に
し
、

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
活
躍
し

ま
す
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４
月
１
日
か
ら
西
分
遣
所
に

勤
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し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
こ
と
が
、
我
々
の
使

命
で
あ
り
ま
す
。
使
命
を
達
成

す
る
た
め
所
員
一
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と
な
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て
、

地
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に
密
着
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た
火
災
予
防
と

防
災
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
郷
村
か
ら
火
災
が
発
生
し

な
い
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
の
転
勤

で
む
つ
警
察
署
の
大
湊
交
番
か
ら

五
戸
警
察
署
の
新
郷
駐
在
所
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
異
動
し

て
き
た
ば
か
り
で
新
郷
村
の
こ
と

を
よ
く
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
巡
回
連
絡
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
通
じ
て
新
郷
村
の
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
で
い
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た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
駐
在
所
の
経
験
が
初
め
て

で
、
勝
手
が
わ
か
ら
ず
に
皆
さ
ん

に
苦
労
を
お
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け
す
る
点
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
も
し
も
何
か
困
っ
た
事
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
駐
在
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

 （
４
月
11
日
〜
17
日
）

小
型
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力
ポ
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積
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導
入

　
田
中
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性
消
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ク
ラ
ブ
は
青

森
県
消
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功
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表
彰
式
に
て
、

青
森
県
知
事
表
彰
を
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し
ま

し
た
。

　
田
中
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和
53
年
に
結
成
し
、
防
火
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

期
間
中
や
、
お
盆
期
間
中
に
は
、

防
災
無
線
に
よ
る
火
災
予
防
広

報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
の
継
続
や
、
地

域
に
密
着
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た
防
火
活
動
の
展

開
が
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さ
れ
ま
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。
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村　長　　櫻　井　雅　洋

副村長　　横　田　堅　悦

福山　　徹
横沢　幸治
横田　智大
田守香奈子
田茂　和俊
永野　隆幸

課長兼土地改良係長兼上下水道係長
課長補佐兼建設係長
主査
主査
総括主幹兼自動車運転手主任
主幹兼自動車運転手

建　　設　　課 農　　林　　課 厚　　生　　課

高見　憲一
福山　鋼蔵
長峯　里美
佐藤　寿喜
高根　和也

課長
課長補佐兼林務係長
総括主幹兼農政係長
総括主幹兼畜産係長
主査

総務課長兼庶務係長兼社会教育係長
課長補佐兼学校教育係長
主査
主査兼社会教育主事
主事

住　　民　　課

中鶴間淳子
佐藤　雅興
藤井　龍斗
木村　幸輝
川代　早紀
井上　直人
松森恵理子

課長補佐兼国保年金係長
主査
主事
主事
主事
主査（再任用）

税　　務　　課

戸田ひとみ
前山　艶子
遠藤　克志
中村　秀樹

佐々木　駿

参事・課長
課長補佐兼税務係長
主査
主査
（三戸郡町村職員人事交流規程により田子町から派遣）

主事

企画商工観光課

櫻䑓　博明
横道　敏克
村上　　智
下村瑠璃子
堀合　真帆

参事・課長
課長補佐
総括主幹兼企画係長
商工観光係長
主事

総　　務　　課

髙村　郁子
平葭　美幸
松原　健夫
福山　雄亮
工藤　正博
下舘　尚幸

菅岡優実子
長野　晃志

参事・課長
課長補佐兼総務係長
財政係長
主幹
防災消防係長
主事
（三戸郡町村職員人事交流規程により五戸町へ派遣）

主事
主事

出　　納　　室

桜井真紀子
山岸　夏海
畠山　耕一
大渡　泰嘉

会計管理者兼出納室長兼出納係長
主査
主事
主事

沢口くみ子
保土沢京子
佐藤　伸之
谷地村光代
伊調　敬史
長野　舞子
村中　弘子
高根ひかる
岩井　貴子
工藤　麻美
笹　美早紀

参事・課長兼社会福祉係長
課長補佐兼環境・保健衛生係長
総括主幹
主幹
主幹
介護保険係長
主査
主査
主査
保健師
保健師

新 郷 診 療 所

所長　高杉　亮平

教 育 委 員 会 議　　　　　　会

教育長　岡田　　稔

総　　務　　課

ＴＥＬ78－3111

総合福祉センター内
ＴＥＬ61－7555

西 越 支 所

小坂　玲子
東　　則男

主査
主査（再任用）

ＴＥＬ78－3131

参事・事務長
主査
診療放射線技師長
看護師長
看護師
看護師

事務局長
　　　（監査委員書記兼務）
主査
　　　（監査委員書記兼務）

工藤　勝志
田島　　香
長峯　　満
川代　俊子
髙山　　稔
佐藤　春菜

議 会 事 務 局

本間由美子

福山　拓史

農 業 委 員 会

事務局長
主査

農業委員会事務局

高見　憲一（兼務）
服部　　奨

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長
次長
書記
書記
書記
書記
書記

髙村　郁子（兼務）
平葭　美幸（兼務）
松原　健夫（兼務）
福山　雄亮（兼務）
工藤　正博（兼務）
菅岡優実子（兼務）
長野　晃志（兼務）

福山佐登志
小沢　幸寛
谷地村　豊
鷹　　昌也
福山　聖香

■
異
動
・
昇
格（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

▽
参
事
兼
厚
生
課
長
兼
社
会
福
祉
係
長

　
沢
　
口
　
く
み
子（
参
事
兼
住
民
課
長
兼
戸
籍
住
民
係
長
）

▽
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
高
　
見
　
憲
　
一（
農
業
委
員
会
　
事
務
局
長
）

▽
住
民
課
長
兼
戸
籍
住
民
係
長
兼
母
子
・
児
童
福
祉
係
長

　
中
鶴
間
　
淳
　
子（
住
民
課
長
補
佐
兼
母
子
・
児
童
福
祉
係
長
）

▽
住
民
課
　
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
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佐
　
藤
　
雅
　
興（
住
民
課
　
国
保
年
金
係
長
）

▽
厚
生
課
　
総
括
主
幹

　
佐
　
藤
　
伸
　
之（
教
育
委
員
会 

総
括
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長
）

▽
厚
生
課
　
主
幹

　
谷
地
村
　
光
　
代（
議
会
事
務
局
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幹
）

▽
厚
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課
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幹

　
伊
　
調
　
敬
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林
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幹
）

▽
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会
　
主
査

　
谷
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画
商
工
観
光
課
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査
）

▽
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課
　
主
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藤
　
井
　
龍
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税
務
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）

▽
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会
事
務
局
　
主
査

　
福
　
山
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史（
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生
課
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査
）

▽
農
林
課
　
主
査

　
高
　
根
　
和
　
也（
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主
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）

▽
農
業
委
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会
　
主
査

　
服
　
部
　
　
　
奨（
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）

▽
出
納
室
　
主
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大
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泰
　
嘉（
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生
課
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）

▽
企
画
商
工
観
光
課
　
主
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堀
　
合
　
真
　
帆（
総
務
課
　
主
事
）

■
新
採
用（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

▽
厚
生
課
　
保
健
師

　
笹
　
　
　
美
早
紀

▽
総
務
課
　
主
事

　
長
　
野
　
晃
　
志

■
人
事
交
流（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課
　
主
事
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
　
五
戸
町
へ
派
遣

　
下
　
舘
　
尚
　
幸（
農
林
課
　
主
事
）

▽
税
務
課
　
主
査
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
　
田
子
町
か
ら
派
遣

　
中
　
村
　
秀
　
樹

■
退

　職（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

▽
遠
　
藤
　
勇
　
一（
参
事
兼
農
林
課
長
　
定
年
退
職
）

▽
松
　
森
　
恵
理
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参
事
兼
厚
生
課
長
兼
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）
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任
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４
年
４
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１
日
付
）

▽
総
務
課
　
主
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所
）

　
東
　
　
　
則
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常
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勤
務
）

▽
住
民
課
　
主
査

　
松
　
森
　
恵
理
子（
常
時
勤
務
）

課長兼戸籍住民係長兼
母子・児童福祉係長

新 郷 村 職 員 配 置 及 び 機 構 図 令和４年４月１日現在

令
和
４
年
度
　
新
郷
村
人
事
異
動

新郷村役場
☎ 0178－78－2111（代表）

西 越 支 所
☎ 0178－78－3131

新郷村
総合福祉センター
☎ 0178－61－7555

新郷村
地域包括支援センター

☎ 0178－61－7560

新郷診療所
☎ 0178－78－3111

本庁舎
【１階】出納室／住民課／税務課／

建設課／農林課／

企画商工観光課／総務課

【２階】議会事務局

山村開発センター
【１階】農業委員会／教育委員会

厚生課

夜間、休日等の
電話受付

三浦　輝雄

太田　良光

太田　純二



6広報　　　　　　R４（2022）．4月号広報　　　　　　R４（2022）．4月号7

村　長　　櫻　井　雅　洋

副村長　　横　田　堅　悦

福山　　徹
横沢　幸治
横田　智大
田守香奈子
田茂　和俊
永野　隆幸

課長兼土地改良係長兼上下水道係長
課長補佐兼建設係長
主査
主査
総括主幹兼自動車運転手主任
主幹兼自動車運転手

建　　設　　課 農　　林　　課 厚　　生　　課

高見　憲一
福山　鋼蔵
長峯　里美
佐藤　寿喜
高根　和也

課長
課長補佐兼林務係長
総括主幹兼農政係長
総括主幹兼畜産係長
主査

総務課長兼庶務係長兼社会教育係長
課長補佐兼学校教育係長
主査
主査兼社会教育主事
主事

住　　民　　課

中鶴間淳子
佐藤　雅興
藤井　龍斗
木村　幸輝
川代　早紀
井上　直人
松森恵理子

課長補佐兼国保年金係長
主査
主事
主事
主事
主査（再任用）

税　　務　　課

戸田ひとみ
前山　艶子
遠藤　克志
中村　秀樹

佐々木　駿

参事・課長
課長補佐兼税務係長
主査
主査
（三戸郡町村職員人事交流規程により田子町から派遣）

主事

企画商工観光課

櫻䑓　博明
横道　敏克
村上　　智
下村瑠璃子
堀合　真帆

参事・課長
課長補佐
総括主幹兼企画係長
商工観光係長
主事

総　　務　　課

髙村　郁子
平葭　美幸
松原　健夫
福山　雄亮
工藤　正博
下舘　尚幸

菅岡優実子
長野　晃志

参事・課長
課長補佐兼総務係長
財政係長
主幹
防災消防係長
主事
（三戸郡町村職員人事交流規程により五戸町へ派遣）

主事
主事

出　　納　　室

桜井真紀子
山岸　夏海
畠山　耕一
大渡　泰嘉

会計管理者兼出納室長兼出納係長
主査
主事
主事

沢口くみ子
保土沢京子
佐藤　伸之
谷地村光代
伊調　敬史
長野　舞子
村中　弘子
高根ひかる
岩井　貴子
工藤　麻美
笹　美早紀

参事・課長兼社会福祉係長
課長補佐兼環境・保健衛生係長
総括主幹
主幹
主幹
介護保険係長
主査
主査
主査
保健師
保健師

新 郷 診 療 所

所長　高杉　亮平

教 育 委 員 会 議　　　　　　会

教育長　岡田　　稔

総　　務　　課

ＴＥＬ78－3111

総合福祉センター内
ＴＥＬ61－7555

西 越 支 所

小坂　玲子
東　　則男

主査
主査（再任用）

ＴＥＬ78－3131

参事・事務長
主査
診療放射線技師長
看護師長
看護師
看護師

事務局長
　　　（監査委員書記兼務）
主査
　　　（監査委員書記兼務）

工藤　勝志
田島　　香
長峯　　満
川代　俊子
髙山　　稔
佐藤　春菜

議 会 事 務 局

本間由美子

福山　拓史

農 業 委 員 会

事務局長
主査

農業委員会事務局

高見　憲一（兼務）
服部　　奨

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長
次長
書記
書記
書記
書記
書記

髙村　郁子（兼務）
平葭　美幸（兼務）
松原　健夫（兼務）
福山　雄亮（兼務）
工藤　正博（兼務）
菅岡優実子（兼務）
長野　晃志（兼務）

福山佐登志
小沢　幸寛
谷地村　豊
鷹　　昌也
福山　聖香
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動
・
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長
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）
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退
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）
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参
事
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農
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課
長
　
定
年
退
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）
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恵
理
子（
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課
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）
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課
　
主
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時
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課長兼戸籍住民係長兼
母子・児童福祉係長

新 郷 村 職 員 配 置 及 び 機 構 図 令和４年４月１日現在

令
和
４
年
度
　
新
郷
村
人
事
異
動

新郷村役場
☎ 0178－78－2111（代表）

西 越 支 所
☎ 0178－78－3131

新郷村
総合福祉センター
☎ 0178－61－7555

新郷村
地域包括支援センター

☎ 0178－61－7560

新郷診療所
☎ 0178－78－3111

本庁舎
【１階】出納室／住民課／税務課／

建設課／農林課／

企画商工観光課／総務課

【２階】議会事務局

山村開発センター
【１階】農業委員会／教育委員会

厚生課

夜間、休日等の
電話受付

三浦　輝雄

太田　良光

太田　純二
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
、
３
月
８

日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
と
３
月

９
日
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
消
防
団
員
の
確
保
対
策

に
つ
い
て

　
消
防
団
員
の
減
少
は
全
国
的
に

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
常

会
役
員
の
方
々
が
団
員
の
確
保
に

尽
力
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
３
月
議

会
に
お
い
て
村
長
は「
消
防
団
の

再
編
計
画
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
令
和
３
年
度
中
に
検
討
委

員
会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
消
防
団
再
編
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
24
日
に
分
団

に
対
し
て
再
編
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
令
和
３
年
８

月
25
日
に
消
防
団
本
団
会
議
に
て

再
編
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
消
防
団
幹
部
だ
け
で
な

く
多
く
の
団
員
か
ら
の
意
見
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
現
職
消
防
団
員
全

体
の
考
え
方
、
基
本
方
針
を
固
め

て
か
ら
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

等
に
よ
る
検
討
委
員
会
で
十
分
な

協
議
を
行
っ
た
上
で
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
機
能
別
消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
４
月
よ
り

制
度
開
始
で
き
る
よ
う
今
回
の
条

例
案
を
提
案
す
る
な
ど
、
三
戸
郡

下
統
一
の
年
額
報
酬
や
出
動
手
当

を
改
正
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
要
綱
を
作
成
し
、
消
防
活

動
の
現
場
で
不
足
す
る
消
防
力
を

補
完
す
る
募
集
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

質
問
②
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
支
援
と
啓
発
活
動

に
つ
い
て

　
村
で
は
平
成
20
年
に
消
防
団
で

ま
と
め
買
い
を
行
い
、
各
分
団
に

家
庭
用
と
し
て
販
売
し
警
報
器
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
方
々

へ
の
警
報
器
の
無
償
配
布
、
無
償

設
置
、
点
検
等
の
支
援
対
応
策
等

も
考
え
て
行
く
べ
き
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
火
災
警
報
器
の
内

容
、
寿
命
に
関
す
る
こ
と
、
交
換

を
促
す
お
知
ら
せ
等
の
啓
発
活

動
、
さ
ら
に
は
全
世
帯
へ
の
無
償

配
布
を
推
し
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
令
和
２
年
10
月
29
日
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
寄
贈
し
て
頂
き
、

新
郷
村
避
難
行
動
要
支
援
登
録
者

の
中
か
ら
15
世
帯
の
方
に
22
個
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
八
戸
地
域
防

災
協
会
の
事
業
実
施
要
綱
に
よ
り

ま
す
と
、
今
後
も
寄
贈
事
業
計
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
回
の
火

災
警
報
器
の
寄
贈
は
令
和
５
年
度

に
20
個
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
で
す

が
、
消
防
団
が
毎
年
行
っ
て
い
る

一
般
家
庭
防
火
診
断
の
際
に
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
広
報
し
ん
ご
う

へ
の
掲
載
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
火
災
報
知
器
の
無
償

提
供
で
す
が
、
財
政
の
方
の
考
え

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
検

討
さ
せ
な
が
ら
前
向
き
に
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
③
　
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
市
町
村
に

お
け
る
使
い
道
は
、
間
伐
や
人
材

育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
の
森

林
整
備
と
、
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
と
す
る
こ
と
が
法
律
で
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
２
０
１
９

年
度
と
２
０
２
０
年
度
の
当
村
へ

の
配
分
額
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
大

都
市
に
有
利
な
人
口
割
が
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
本
村
へ
は
、
令
和
元
年
度
に
６

７
０
万
６
千
円
、
令
和
２
年
度
に

は
１
４
２
５
万
２
千
円
、
合
計
２

０
９
５
万
８
千
円
が
交
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
使
途
と
し
て

は
、
森
林
調
査
や
整
備
の
た
め
の

林
道
補
修
等
に
６
９
３
万
１
千

円
、「
森
林
経
営
管
理
法
」に
基
づ

く「
経
営
管
理
集
積
計
画
」作
成
に

必
要
で
あ
る「
林
地
台
帳
」整
備
費

に
４
１
３
万
３
千
円
を
支
出
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
９
８
９
万
７

千
円
は
造
林
事
業
者
の
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
予
算
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」事
業
な

ど
、
森
林
を
活
用
し
た
事
業
の
財

源
と
し
て
も
有
効
に
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
人
口
割
で
配

分
す
る
の
で
は
な
く
森
林
面
積
で

配
布
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
で
す
。

二
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
防
災
マ
ッ
プ
の
内
容

及
び
災
害
の
事
前
対
策

へ
の
活
用
に
つ
い
て

　
防
災
マ
ッ
プ
作
成
後
、
村
民
に

対
し
て
説
明
会
を
実
施
し
た
の
か

ど
う
か
今
後
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明

を
含
め
、
自
主
防
災
の
活
動
を
促

す
た
め
に
も
今
年
は
村
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
住
民
座
談

会
、
常
会
長
会
議
、
防
災
訓
練
等
を

開
催
で
き
ず
、
防
災
マ
ッ
プ
活
用

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
災
マ
ッ

プ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
に

対
し
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
去
年
、
昨
年
と
２
年

続
け
て
中
止
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
防
災
訓
練
の

み
な
ら
ず
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
又

行
事
等
に
つ
い
て
も
新
年
度
以
降

は
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
行
政
文
書
開
示
請
求
に

基
づ
き
開
示
さ
れ
た
不

納
欠
損
調
書
の
内
容
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
10
月
12
日
付
、
起
案

書
の
内
容
を
見
ま
す
と
、「
交
渉

記
録
等
の
確
認
を
見
落
と
し
た
」

「
元
年
度
の
臨
戸
徴
収
の
記
録
が

な
い
」「
納
税
指
導
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
」「
最
終
納
付
等
の
確
認

を
見
落
と
し
た
」等
の
事
由
や
、

「
滞
納
者
情
報
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
者
本

人
に
納
付
の
意
欲
が
あ
る
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
。
そ
の

後
の
対
策
は
。
今
現
在
の
納
付
状

況
は
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
再
発

防
止
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
税
務
課
長
か
ら「
令
和
２
年
度

分
不
納
欠
損
に
は
不
備
が
あ
る
た

め
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
旨
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
裁

決
さ
れ
欠
損
処
分
と
な
っ
た
村
税

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
検
討

す
る
よ
う
税
務
課
長
に
命
じ
、
そ

の
後
税
務
課
で
不
納
欠
損
調
書
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
旨

の
報
告
を
受
け
決
裁
し
ま
し
た
。

職
員
に
職
務
の
重
大
さ
を
認
識
さ

せ
て
更
に
業
務
に
精
進
す
る
こ
と

を
指
導
徹
底
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
税
の
公
正

公
平
と
い
う
の
も
確
保
す
る
た
め

に
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
よ
う
に
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
　
戸
田
税
務
課
長

　
令
和
２
年
度
決
算
書
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
村
税
の
未
収
額
は
一
般

会
計
で
８
０
０
万
円
、
国
保
特
別

会
計
で
約
１
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
及
び

２
年
度
分
に
つ
い
て
は
時
効
中
断

の
範
囲
の
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
た

め
、
地
方
税
法
第
18
条
第
１
項
を

理
由
と
し
欠
損
処
分
を
行
い
時
効

完
成
さ
せ
た
こ
と
は
不
当
で
あ
っ

た
た
め
、
12
月
補
正
予
算
に
新
た

な
細
節
を
追
加
し
ま
し
た
。

質
問
②
　
耐
用
年
数
が
迫
る
新
郷

村
立
学
校
の
校
舎
及
び

体
育
館
等
の
今
後
に

つ
い
て

　
村
立
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
等

の
設
備
は
年
々
劣
化
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
耐
用
年
数
も
刻
一
刻
と
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
新
郷
村
立
の

校
舎
、
体
育
館
等
の
設
備
の
問

題
、
更
に
、
今
後
の
新
郷
村
の
教
育

体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
な
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
使
用
し
て
い
る
新
郷
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
設
備
改
修
を
実

施
し
環
境
を
整
え
、
ま
た
、
新
郷

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
令
和
４

年
度
に
国
庫
補
助
の
改
修
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
空
き
校
舎
に

つ
き
ま
し
て
も
旧
西
越
小
学
校
は

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
旧
新
郷
中
学
校

は
体
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て
お

り
ま
す
。

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
学
校
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な

い
、
旧
新
郷
中
学
校
、
旧
西
越
小

学
校
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
の
部

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
場
所

質
問
　
新
郷
村
風
力
発
電
地
域

連
携
協
力
金
は
い
つ
ま

で
か
、
ま
た
、
今
後
は

固
定
資
産
税
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
で
終
了
と
な

り
ま
す
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
ま
で
３
分

の
２
の
特
例
が
働
い
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は

約
１
億
７
１
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
償

却
資
産
で
す
の
で
、
少

し
ず
つ
下
が
っ
て
い
き

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事

業
補
助
２
４
０
万
円
と

あ
る
が
、
令
和
３
年
度

ま
で
は
２
分
の
１
の
補

助
率
で
、
令
和
４
年
度

か
ら
３
分
の
１
ま
た
は

６
分
の
１
に
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
補
助
率
は
下
げ
ま
し
た

が
、
対
象
者
は
増
や
し

た
い
と
い
う
意
味
で
す
。

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
用
途
変
更
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
村
の
教
育
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

皆
様
や
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
何
が
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
最
良
な
環
境
な

の
か
を
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

　
３
月
９
日
に
予
算
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
永
野
範
英
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
次
の
質
問
に
つ

い
て
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

★
予
算
特
別
委
員
会
と
は

　
予
算
審
査
の
た
め
に
本
会
議
で

議
決
さ
れ
設
置
さ
れ
る
委
員
会

【
財
産
収
入
】

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

質
問
　
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合

同
会
社
か
ら
の
土
地
建

物
貸
付
収
入
３
５
７
万

円
は
い
つ
ま
で
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
元
年
か
ら
始
ま
っ
て
ま

す
の
で
、
令
和
20
年
度

ま
で
で
す
。

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
酪
農
草
地
更
新
作
業
支

援
事
業
補
助
、
酪
農
４

戸
に
対
し
て
１
０
０
万

円
、
こ
れ
は
単
年
度
事

業
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
令
和
３
年
度
、
令
和
２

年
度
に
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
酪
農
活
性

化
協
議
会
と
も
協
議
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆

肥
施
設
改
築
事
業
に
つ

い
て
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
当
初
は
令
和
３
年
度
の

９
月
補
正
で
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
が
、
資

材
等
の
高
騰
に
よ
り
４

年
度
に
建
築
工
事
費
の

増
額
分
を
計
上
し
ま
し

た
。
繰
越
予
算
と
合
わ

せ
て
発
注
し
て
な
ん
と

か
４
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

【
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入

費
１
１
０
０
万
円
の
内

訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
現
在
２
台
で
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
４
年
度

に
お
い
て
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
１
台
を
更
新
し
ま

す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
１
６
０
万
円
、

３
年
以
上
居
住
す
る
意

思
が
あ
る
者
に
対
し
、

補
助
金
を
支
払
う
の
は

い
つ
で
す
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
入
居
と
は
別
に
補
助
金

交
付
申
請
を
受
け
て
支

払
い
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費

の
燃
料
費
１
０
０
０
万

円
、
光
熱
水
費
１
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度

決
算
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ

る
。
３
月
補
正
に
も
燃

料
費
２
３
０
万
円
の
追

加
、
光
熱
水
費
１
０
０

万
の
追
加
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
燃
料
高
に
よ

る
も
の
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
直
近
２
ヶ
月
で
は
約
25
％

程
値
上
げ
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
値
段
の
増

減
次
第
で
は
、
ま
た
、

補
正
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
土
木
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
、
患
者
バ
ス
購
入

費
４
５
０
万
円
の
車
種

等
を
教
え
て
下
さ
い
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
は
１
０
０
０
〜
１

２
０
０
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の

Ｓ
Ｕ
Ｖ
車
を
１
台
購
入

予
定
、
患
者
バ
ス
購
入

費
は
14
人
乗
り
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
車
を
購
入
予

定
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
農
村
公
園
遊
具
点
検
委

託
料
４
万
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
西
越
の
公
園
、
支
所
の

と
こ
ろ
の
遊
具
と
扇
ノ

沢
の
公
園
の
遊
具
で

す
。
も
し
、
使
え
な
い

の
で
あ
れ
ば
撤
去
ま
で

考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
除
雪
対
策
費
の
燃
料
費

が
２
年
度
決
算
で
は
１

８
８
万
４
９
０
２
円
で

す
が
２
５
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
費
の
高

騰
、
村
道
の
延
長
、
除

雪
費
も
上
が
る
と
見
込

ん
だ
た
め
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
県
営
農
村
地
域
防
災
減

災
事
業
の
頭
首
工
整
備

と
い
う
の
は
ど
こ
で
す

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
頭
首
工
は
西
越
の
森
の

下
用
水
組
合
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
補
修
工

事
他
の
女
ヶ
崎
橋
他
は

ど
こ
を
指
し
て
い
る
の

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
の
他
は

松
森
橋
で
す
。

【
県
補
助
金
】

◎
才
神
幸
男
　
委
員

質
問
　
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

ま
た
、
こ
こ
１
〜
２
年

の
自
殺
者
は
ど
の
ぐ
ら

い
の
人
数
な
の
か
。

○
松
森
厚
生
課
長

答
弁
　
年
１
回
ほ
ど
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
自
殺

対
策
の
講
演
会
等
を
開

い
て
い
ま
す
。
自
殺
者
に

つ
い
て
は
昨
年
の
４
月
辺

り
か
ら
２
名
程
だ
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
自
殺
に

関
わ
る
研
修
会
や
講
演

会
を
開
く
と
き
は
チ
ラ

シ
を
毎
戸
配
布
し
て
い

ま
す
が
参
加
者
が
非
常

に
少
な
い
状
況
で
す
。

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
国
営
五
戸
台
地
土
地
改

良
事
業
に
伴
う
元
利
償

還
負
担
金（
過
年
度
分
）

の
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
五
戸
台
地
を
造
設
し
た

と
き
の
負
担
金
で
、
償
還

金
未
納
分
で
す
。
滞
納

整
理
の
過
年
度
分
で
、
滞

納
額
は
３
０
０
万
円
程

度
あ
り
、
毎
年
10
万
円

位
が
返
済
さ
れ
て
い
ま

す
。
滞
納
整
理
を
順
次

進
め
て
お
り
ま
す
。

★
討
論
と
は

　
あ
る
表
決
を
要
す
る
議
題
と
な
っ

て
い
る
案
件
が
表
決
に
付
さ
れ
る

際
に
そ
の
前
段
階
に
お
い
て
そ
の

案
件
に
対
し
て
議
員
が
賛
成
ま
た

は
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

◎
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
歳
入
に
つ
い
て
温
泉
館
、
野
沢

温
泉
の
入
浴
料
の
整
合
性
、
歳
出

に
つ
い
て
、
温
泉
事
業
燃
料
費
、

光
熱
水
費
の
予
算
、
あ
ま
り
に
も

安
易
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
当
初
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
補
正
予
算
あ
り
き
の
考
え
で

は
な
く
も
っ
と
真
摯
に
向
き
合
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
を
付

し
て
賛
成
し
ま
す
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
表
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

求
め
質
疑
を
質
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
３
月
４
日
の
報
道
番
組
で
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
自
治
体

の
支
援
を
目
的
と
し
た
国
か
ら
の

交
付
金
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
こ
と
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
新
郷
村
が
約
５
７
０
０

万
円
を
か
け
て
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
改
修
し
た
他
、
コ
テ
ー
ジ
を
整

備
し
た
こ
と
に
批
判
的
な
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
コ
テ
ー

ジ
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
反
対
も
し

ま
し
た
が
、
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
今

更
反
対
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
交
付
金
の
使

い
道
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
村
民
に
使
い
道
を
わ
か

り
や
す
く
公
表
す
る
気
が
あ
る
の
か

村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
は
、
感
染

対
策
と
経
済
回
復
を
資
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
改
修
す
る

に
当
た
っ
て
業
者
に
工
事
発
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
の
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
国
・
県
に
事
業
の

概
要
等
精
査
し
て
も
ら
い
、
そ
の

採
択
を
受
け
て
事
業
遂
行
し
た
。

コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
感
染
者

が
出
た
場
合
一
時
退
避
・
隔
離
す

る
場
所
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
事
前
に
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
話

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
、
大
き
な

事
業
に
つ
い
て
は
広
報
紙
を
通
じ

周
知
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
提
出
者
稲
葉
議
員
、
賛
成
者

才
神
議
員
に
よ
り
、「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
つ

い
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
」の
議
員
発
議
を
行
い
採
択
さ

れ
、
農
林
水
産
大
臣
宛
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

皆様に新郷村議会を知っていただくため、令和４年度から議会だより始めます！！

～令和４年３月定例会（３月３日～10日）～

新郷村議会だより
令
和
４
年
３
月
定
例
会
日
程

３
月
３
日  

開
会

３
月
４
日  

議
案
熟
考

３
月
５
日  

議
案
熟
考

３
月
６
日  

議
案
熟
考

３
月
７
日  

各
委
員
会

３
月
８
日  
一
般
質
問

３
月
９
日  
予
算
特
別
委
員
会

３
月
10
日  

議
案
審
議

一

般

質

問
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
、
３
月
８

日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
と
３
月

９
日
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
消
防
団
員
の
確
保
対
策

に
つ
い
て

　
消
防
団
員
の
減
少
は
全
国
的
に

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
常

会
役
員
の
方
々
が
団
員
の
確
保
に

尽
力
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
３
月
議

会
に
お
い
て
村
長
は「
消
防
団
の

再
編
計
画
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
令
和
３
年
度
中
に
検
討
委

員
会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
消
防
団
再
編
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
24
日
に
分
団

に
対
し
て
再
編
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
令
和
３
年
８

月
25
日
に
消
防
団
本
団
会
議
に
て

再
編
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
消
防
団
幹
部
だ
け
で
な

く
多
く
の
団
員
か
ら
の
意
見
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
現
職
消
防
団
員
全

体
の
考
え
方
、
基
本
方
針
を
固
め

て
か
ら
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

等
に
よ
る
検
討
委
員
会
で
十
分
な

協
議
を
行
っ
た
上
で
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
機
能
別
消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
４
月
よ
り

制
度
開
始
で
き
る
よ
う
今
回
の
条

例
案
を
提
案
す
る
な
ど
、
三
戸
郡

下
統
一
の
年
額
報
酬
や
出
動
手
当

を
改
正
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
要
綱
を
作
成
し
、
消
防
活

動
の
現
場
で
不
足
す
る
消
防
力
を

補
完
す
る
募
集
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

質
問
②
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
支
援
と
啓
発
活
動

に
つ
い
て

　
村
で
は
平
成
20
年
に
消
防
団
で

ま
と
め
買
い
を
行
い
、
各
分
団
に

家
庭
用
と
し
て
販
売
し
警
報
器
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
方
々

へ
の
警
報
器
の
無
償
配
布
、
無
償

設
置
、
点
検
等
の
支
援
対
応
策
等

も
考
え
て
行
く
べ
き
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
火
災
警
報
器
の
内

容
、
寿
命
に
関
す
る
こ
と
、
交
換

を
促
す
お
知
ら
せ
等
の
啓
発
活

動
、
さ
ら
に
は
全
世
帯
へ
の
無
償

配
布
を
推
し
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
令
和
２
年
10
月
29
日
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
寄
贈
し
て
頂
き
、

新
郷
村
避
難
行
動
要
支
援
登
録
者

の
中
か
ら
15
世
帯
の
方
に
22
個
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
八
戸
地
域
防

災
協
会
の
事
業
実
施
要
綱
に
よ
り

ま
す
と
、
今
後
も
寄
贈
事
業
計
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
回
の
火

災
警
報
器
の
寄
贈
は
令
和
５
年
度

に
20
個
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
で
す

が
、
消
防
団
が
毎
年
行
っ
て
い
る

一
般
家
庭
防
火
診
断
の
際
に
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
広
報
し
ん
ご
う

へ
の
掲
載
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
火
災
報
知
器
の
無
償

提
供
で
す
が
、
財
政
の
方
の
考
え

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
検

討
さ
せ
な
が
ら
前
向
き
に
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
③
　
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
市
町
村
に

お
け
る
使
い
道
は
、
間
伐
や
人
材

育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
の
森

林
整
備
と
、
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
と
す
る
こ
と
が
法
律
で
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
２
０
１
９

年
度
と
２
０
２
０
年
度
の
当
村
へ

の
配
分
額
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
大

都
市
に
有
利
な
人
口
割
が
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
本
村
へ
は
、
令
和
元
年
度
に
６

７
０
万
６
千
円
、
令
和
２
年
度
に

は
１
４
２
５
万
２
千
円
、
合
計
２

０
９
５
万
８
千
円
が
交
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
使
途
と
し
て

は
、
森
林
調
査
や
整
備
の
た
め
の

林
道
補
修
等
に
６
９
３
万
１
千

円
、「
森
林
経
営
管
理
法
」に
基
づ

く「
経
営
管
理
集
積
計
画
」作
成
に

必
要
で
あ
る「
林
地
台
帳
」整
備
費

に
４
１
３
万
３
千
円
を
支
出
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
９
８
９
万
７

千
円
は
造
林
事
業
者
の
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
予
算
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」事
業
な

ど
、
森
林
を
活
用
し
た
事
業
の
財

源
と
し
て
も
有
効
に
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
人
口
割
で
配

分
す
る
の
で
は
な
く
森
林
面
積
で

配
布
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
で
す
。

二
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
防
災
マ
ッ
プ
の
内
容

及
び
災
害
の
事
前
対
策

へ
の
活
用
に
つ
い
て

　
防
災
マ
ッ
プ
作
成
後
、
村
民
に

対
し
て
説
明
会
を
実
施
し
た
の
か

ど
う
か
今
後
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明

を
含
め
、
自
主
防
災
の
活
動
を
促

す
た
め
に
も
今
年
は
村
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
住
民
座
談

会
、
常
会
長
会
議
、
防
災
訓
練
等
を

開
催
で
き
ず
、
防
災
マ
ッ
プ
活
用

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
災
マ
ッ

プ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
に

対
し
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
去
年
、
昨
年
と
２
年

続
け
て
中
止
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
防
災
訓
練
の

み
な
ら
ず
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
又

行
事
等
に
つ
い
て
も
新
年
度
以
降

は
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
行
政
文
書
開
示
請
求
に

基
づ
き
開
示
さ
れ
た
不

納
欠
損
調
書
の
内
容
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
10
月
12
日
付
、
起
案

書
の
内
容
を
見
ま
す
と
、「
交
渉

記
録
等
の
確
認
を
見
落
と
し
た
」

「
元
年
度
の
臨
戸
徴
収
の
記
録
が

な
い
」「
納
税
指
導
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
」「
最
終
納
付
等
の
確
認

を
見
落
と
し
た
」等
の
事
由
や
、

「
滞
納
者
情
報
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
者
本

人
に
納
付
の
意
欲
が
あ
る
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
。
そ
の

後
の
対
策
は
。
今
現
在
の
納
付
状

況
は
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
再
発

防
止
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
税
務
課
長
か
ら「
令
和
２
年
度

分
不
納
欠
損
に
は
不
備
が
あ
る
た

め
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
旨
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
裁

決
さ
れ
欠
損
処
分
と
な
っ
た
村
税

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
検
討

す
る
よ
う
税
務
課
長
に
命
じ
、
そ

の
後
税
務
課
で
不
納
欠
損
調
書
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
旨

の
報
告
を
受
け
決
裁
し
ま
し
た
。

職
員
に
職
務
の
重
大
さ
を
認
識
さ

せ
て
更
に
業
務
に
精
進
す
る
こ
と

を
指
導
徹
底
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
税
の
公
正

公
平
と
い
う
の
も
確
保
す
る
た
め

に
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
よ
う
に
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
　
戸
田
税
務
課
長

　
令
和
２
年
度
決
算
書
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
村
税
の
未
収
額
は
一
般

会
計
で
８
０
０
万
円
、
国
保
特
別

会
計
で
約
１
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
及
び

２
年
度
分
に
つ
い
て
は
時
効
中
断

の
範
囲
の
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
た

め
、
地
方
税
法
第
18
条
第
１
項
を

理
由
と
し
欠
損
処
分
を
行
い
時
効

完
成
さ
せ
た
こ
と
は
不
当
で
あ
っ

た
た
め
、
12
月
補
正
予
算
に
新
た

な
細
節
を
追
加
し
ま
し
た
。

質
問
②
　
耐
用
年
数
が
迫
る
新
郷

村
立
学
校
の
校
舎
及
び

体
育
館
等
の
今
後
に

つ
い
て

　
村
立
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
等

の
設
備
は
年
々
劣
化
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
耐
用
年
数
も
刻
一
刻
と
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
新
郷
村
立
の

校
舎
、
体
育
館
等
の
設
備
の
問

題
、
更
に
、
今
後
の
新
郷
村
の
教
育

体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
な
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
使
用
し
て
い
る
新
郷
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
設
備
改
修
を
実

施
し
環
境
を
整
え
、
ま
た
、
新
郷

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
令
和
４

年
度
に
国
庫
補
助
の
改
修
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
空
き
校
舎
に

つ
き
ま
し
て
も
旧
西
越
小
学
校
は

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
旧
新
郷
中
学
校

は
体
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て
お

り
ま
す
。

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
学
校
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な

い
、
旧
新
郷
中
学
校
、
旧
西
越
小

学
校
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
の
部

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
場
所

質
問
　
新
郷
村
風
力
発
電
地
域

連
携
協
力
金
は
い
つ
ま

で
か
、
ま
た
、
今
後
は

固
定
資
産
税
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
で
終
了
と
な

り
ま
す
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
ま
で
３
分

の
２
の
特
例
が
働
い
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は

約
１
億
７
１
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
償

却
資
産
で
す
の
で
、
少

し
ず
つ
下
が
っ
て
い
き

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事

業
補
助
２
４
０
万
円
と

あ
る
が
、
令
和
３
年
度

ま
で
は
２
分
の
１
の
補

助
率
で
、
令
和
４
年
度

か
ら
３
分
の
１
ま
た
は

６
分
の
１
に
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
補
助
率
は
下
げ
ま
し
た

が
、
対
象
者
は
増
や
し

た
い
と
い
う
意
味
で
す
。

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
用
途
変
更
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
村
の
教
育
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

皆
様
や
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
何
が
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
最
良
な
環
境
な

の
か
を
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

　
３
月
９
日
に
予
算
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
永
野
範
英
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
次
の
質
問
に
つ

い
て
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

★
予
算
特
別
委
員
会
と
は

　
予
算
審
査
の
た
め
に
本
会
議
で

議
決
さ
れ
設
置
さ
れ
る
委
員
会

【
財
産
収
入
】

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

質
問
　
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合

同
会
社
か
ら
の
土
地
建

物
貸
付
収
入
３
５
７
万

円
は
い
つ
ま
で
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
元
年
か
ら
始
ま
っ
て
ま

す
の
で
、
令
和
20
年
度

ま
で
で
す
。

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
酪
農
草
地
更
新
作
業
支

援
事
業
補
助
、
酪
農
４

戸
に
対
し
て
１
０
０
万

円
、
こ
れ
は
単
年
度
事

業
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
令
和
３
年
度
、
令
和
２

年
度
に
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
酪
農
活
性

化
協
議
会
と
も
協
議
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆

肥
施
設
改
築
事
業
に
つ

い
て
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
当
初
は
令
和
３
年
度
の

９
月
補
正
で
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
が
、
資

材
等
の
高
騰
に
よ
り
４

年
度
に
建
築
工
事
費
の

増
額
分
を
計
上
し
ま
し

た
。
繰
越
予
算
と
合
わ

せ
て
発
注
し
て
な
ん
と

か
４
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

【
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入

費
１
１
０
０
万
円
の
内

訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
現
在
２
台
で
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
４
年
度

に
お
い
て
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
１
台
を
更
新
し
ま

す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
１
６
０
万
円
、

３
年
以
上
居
住
す
る
意

思
が
あ
る
者
に
対
し
、

補
助
金
を
支
払
う
の
は

い
つ
で
す
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
入
居
と
は
別
に
補
助
金

交
付
申
請
を
受
け
て
支

払
い
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費

の
燃
料
費
１
０
０
０
万

円
、
光
熱
水
費
１
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度

決
算
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ

る
。
３
月
補
正
に
も
燃

料
費
２
３
０
万
円
の
追

加
、
光
熱
水
費
１
０
０

万
の
追
加
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
燃
料
高
に
よ

る
も
の
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
直
近
２
ヶ
月
で
は
約
25
％

程
値
上
げ
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
値
段
の
増

減
次
第
で
は
、
ま
た
、

補
正
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
土
木
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
、
患
者
バ
ス
購
入

費
４
５
０
万
円
の
車
種

等
を
教
え
て
下
さ
い
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
は
１
０
０
０
〜
１

２
０
０
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の

Ｓ
Ｕ
Ｖ
車
を
１
台
購
入

予
定
、
患
者
バ
ス
購
入

費
は
14
人
乗
り
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
車
を
購
入
予

定
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
農
村
公
園
遊
具
点
検
委

託
料
４
万
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
西
越
の
公
園
、
支
所
の

と
こ
ろ
の
遊
具
と
扇
ノ

沢
の
公
園
の
遊
具
で

す
。
も
し
、
使
え
な
い

の
で
あ
れ
ば
撤
去
ま
で

考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
除
雪
対
策
費
の
燃
料
費

が
２
年
度
決
算
で
は
１

８
８
万
４
９
０
２
円
で

す
が
２
５
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
費
の
高

騰
、
村
道
の
延
長
、
除

雪
費
も
上
が
る
と
見
込

ん
だ
た
め
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
県
営
農
村
地
域
防
災
減

災
事
業
の
頭
首
工
整
備

と
い
う
の
は
ど
こ
で
す

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
頭
首
工
は
西
越
の
森
の

下
用
水
組
合
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
補
修
工

事
他
の
女
ヶ
崎
橋
他
は

ど
こ
を
指
し
て
い
る
の

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
の
他
は

松
森
橋
で
す
。

【
県
補
助
金
】

◎
才
神
幸
男
　
委
員

質
問
　
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

ま
た
、
こ
こ
１
〜
２
年

の
自
殺
者
は
ど
の
ぐ
ら

い
の
人
数
な
の
か
。

○
松
森
厚
生
課
長

答
弁
　
年
１
回
ほ
ど
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
自
殺

対
策
の
講
演
会
等
を
開

い
て
い
ま
す
。
自
殺
者
に

つ
い
て
は
昨
年
の
４
月
辺

り
か
ら
２
名
程
だ
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
自
殺
に

関
わ
る
研
修
会
や
講
演

会
を
開
く
と
き
は
チ
ラ

シ
を
毎
戸
配
布
し
て
い

ま
す
が
参
加
者
が
非
常

に
少
な
い
状
況
で
す
。

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
国
営
五
戸
台
地
土
地
改

良
事
業
に
伴
う
元
利
償

還
負
担
金（
過
年
度
分
）

の
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
五
戸
台
地
を
造
設
し
た

と
き
の
負
担
金
で
、
償
還

金
未
納
分
で
す
。
滞
納

整
理
の
過
年
度
分
で
、
滞

納
額
は
３
０
０
万
円
程

度
あ
り
、
毎
年
10
万
円

位
が
返
済
さ
れ
て
い
ま

す
。
滞
納
整
理
を
順
次

進
め
て
お
り
ま
す
。

★
討
論
と
は

　
あ
る
表
決
を
要
す
る
議
題
と
な
っ

て
い
る
案
件
が
表
決
に
付
さ
れ
る

際
に
そ
の
前
段
階
に
お
い
て
そ
の

案
件
に
対
し
て
議
員
が
賛
成
ま
た

は
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

◎
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
歳
入
に
つ
い
て
温
泉
館
、
野
沢

温
泉
の
入
浴
料
の
整
合
性
、
歳
出

に
つ
い
て
、
温
泉
事
業
燃
料
費
、

光
熱
水
費
の
予
算
、
あ
ま
り
に
も

安
易
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
当
初
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
補
正
予
算
あ
り
き
の
考
え
で

は
な
く
も
っ
と
真
摯
に
向
き
合
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
を
付

し
て
賛
成
し
ま
す
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
表
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

求
め
質
疑
を
質
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
３
月
４
日
の
報
道
番
組
で
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
自
治
体

の
支
援
を
目
的
と
し
た
国
か
ら
の

交
付
金
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
こ
と
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
新
郷
村
が
約
５
７
０
０

万
円
を
か
け
て
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
改
修
し
た
他
、
コ
テ
ー
ジ
を
整

備
し
た
こ
と
に
批
判
的
な
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
コ
テ
ー

ジ
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
反
対
も
し

ま
し
た
が
、
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
今

更
反
対
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
交
付
金
の
使

い
道
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
村
民
に
使
い
道
を
わ
か

り
や
す
く
公
表
す
る
気
が
あ
る
の
か

村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
は
、
感
染

対
策
と
経
済
回
復
を
資
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
改
修
す
る

に
当
た
っ
て
業
者
に
工
事
発
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
の
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
国
・
県
に
事
業
の

概
要
等
精
査
し
て
も
ら
い
、
そ
の

採
択
を
受
け
て
事
業
遂
行
し
た
。

コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
感
染
者

が
出
た
場
合
一
時
退
避
・
隔
離
す

る
場
所
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
事
前
に
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
話

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
、
大
き
な

事
業
に
つ
い
て
は
広
報
紙
を
通
じ

周
知
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
提
出
者
稲
葉
議
員
、
賛
成
者

才
神
議
員
に
よ
り
、「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
つ

い
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
」の
議
員
発
議
を
行
い
採
択
さ

れ
、
農
林
水
産
大
臣
宛
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

皆様に新郷村議会を知っていただくため、令和４年度から議会だより始めます！！

～令和４年３月定例会（３月３日～10日）～

新郷村議会だより
令
和
４
年
３
月
定
例
会
日
程

３
月
３
日  

開
会

３
月
４
日  

議
案
熟
考

３
月
５
日  

議
案
熟
考

３
月
６
日  

議
案
熟
考

３
月
７
日  

各
委
員
会

３
月
８
日  

一
般
質
問

３
月
９
日  

予
算
特
別
委
員
会

３
月
10
日  

議
案
審
議

一

般

質

問
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
、
３
月
８

日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
と
３
月

９
日
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
消
防
団
員
の
確
保
対
策

に
つ
い
て

　
消
防
団
員
の
減
少
は
全
国
的
に

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
常

会
役
員
の
方
々
が
団
員
の
確
保
に

尽
力
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
３
月
議

会
に
お
い
て
村
長
は「
消
防
団
の

再
編
計
画
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
令
和
３
年
度
中
に
検
討
委

員
会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
消
防
団
再
編
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
24
日
に
分
団

に
対
し
て
再
編
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
令
和
３
年
８

月
25
日
に
消
防
団
本
団
会
議
に
て

再
編
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
消
防
団
幹
部
だ
け
で
な

く
多
く
の
団
員
か
ら
の
意
見
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
現
職
消
防
団
員
全

体
の
考
え
方
、
基
本
方
針
を
固
め

て
か
ら
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

等
に
よ
る
検
討
委
員
会
で
十
分
な

協
議
を
行
っ
た
上
で
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
機
能
別
消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
４
月
よ
り

制
度
開
始
で
き
る
よ
う
今
回
の
条

例
案
を
提
案
す
る
な
ど
、
三
戸
郡

下
統
一
の
年
額
報
酬
や
出
動
手
当

を
改
正
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
要
綱
を
作
成
し
、
消
防
活

動
の
現
場
で
不
足
す
る
消
防
力
を

補
完
す
る
募
集
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

質
問
②
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
支
援
と
啓
発
活
動

に
つ
い
て

　
村
で
は
平
成
20
年
に
消
防
団
で

ま
と
め
買
い
を
行
い
、
各
分
団
に

家
庭
用
と
し
て
販
売
し
警
報
器
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
方
々

へ
の
警
報
器
の
無
償
配
布
、
無
償

設
置
、
点
検
等
の
支
援
対
応
策
等

も
考
え
て
行
く
べ
き
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
火
災
警
報
器
の
内

容
、
寿
命
に
関
す
る
こ
と
、
交
換

を
促
す
お
知
ら
せ
等
の
啓
発
活

動
、
さ
ら
に
は
全
世
帯
へ
の
無
償

配
布
を
推
し
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
令
和
２
年
10
月
29
日
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
寄
贈
し
て
頂
き
、

新
郷
村
避
難
行
動
要
支
援
登
録
者

の
中
か
ら
15
世
帯
の
方
に
22
個
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
八
戸
地
域
防

災
協
会
の
事
業
実
施
要
綱
に
よ
り

ま
す
と
、
今
後
も
寄
贈
事
業
計
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
回
の
火

災
警
報
器
の
寄
贈
は
令
和
５
年
度

に
20
個
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
で
す

が
、
消
防
団
が
毎
年
行
っ
て
い
る

一
般
家
庭
防
火
診
断
の
際
に
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
広
報
し
ん
ご
う

へ
の
掲
載
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
火
災
報
知
器
の
無
償

提
供
で
す
が
、
財
政
の
方
の
考
え

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
検

討
さ
せ
な
が
ら
前
向
き
に
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
③
　
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
市
町
村
に

お
け
る
使
い
道
は
、
間
伐
や
人
材

育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
の
森

林
整
備
と
、
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
と
す
る
こ
と
が
法
律
で
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
２
０
１
９

年
度
と
２
０
２
０
年
度
の
当
村
へ

の
配
分
額
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
大

都
市
に
有
利
な
人
口
割
が
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
本
村
へ
は
、
令
和
元
年
度
に
６

７
０
万
６
千
円
、
令
和
２
年
度
に

は
１
４
２
５
万
２
千
円
、
合
計
２

０
９
５
万
８
千
円
が
交
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
使
途
と
し
て

は
、
森
林
調
査
や
整
備
の
た
め
の

林
道
補
修
等
に
６
９
３
万
１
千

円
、「
森
林
経
営
管
理
法
」に
基
づ

く「
経
営
管
理
集
積
計
画
」作
成
に

必
要
で
あ
る「
林
地
台
帳
」整
備
費

に
４
１
３
万
３
千
円
を
支
出
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
９
８
９
万
７

千
円
は
造
林
事
業
者
の
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
予
算
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」事
業
な

ど
、
森
林
を
活
用
し
た
事
業
の
財

源
と
し
て
も
有
効
に
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
人
口
割
で
配

分
す
る
の
で
は
な
く
森
林
面
積
で

配
布
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
で
す
。

二
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
防
災
マ
ッ
プ
の
内
容

及
び
災
害
の
事
前
対
策

へ
の
活
用
に
つ
い
て

　
防
災
マ
ッ
プ
作
成
後
、
村
民
に

対
し
て
説
明
会
を
実
施
し
た
の
か

ど
う
か
今
後
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明

を
含
め
、
自
主
防
災
の
活
動
を
促

す
た
め
に
も
今
年
は
村
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
住
民
座
談

会
、
常
会
長
会
議
、
防
災
訓
練
等
を

開
催
で
き
ず
、
防
災
マ
ッ
プ
活
用

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
災
マ
ッ

プ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
に

対
し
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
去
年
、
昨
年
と
２
年

続
け
て
中
止
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
防
災
訓
練
の

み
な
ら
ず
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
又

行
事
等
に
つ
い
て
も
新
年
度
以
降

は
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
行
政
文
書
開
示
請
求
に

基
づ
き
開
示
さ
れ
た
不

納
欠
損
調
書
の
内
容
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
10
月
12
日
付
、
起
案

書
の
内
容
を
見
ま
す
と
、「
交
渉

記
録
等
の
確
認
を
見
落
と
し
た
」

「
元
年
度
の
臨
戸
徴
収
の
記
録
が

な
い
」「
納
税
指
導
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
」「
最
終
納
付
等
の
確
認

を
見
落
と
し
た
」等
の
事
由
や
、

「
滞
納
者
情
報
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
者
本

人
に
納
付
の
意
欲
が
あ
る
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
。
そ
の

後
の
対
策
は
。
今
現
在
の
納
付
状

況
は
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
再
発

防
止
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
税
務
課
長
か
ら「
令
和
２
年
度

分
不
納
欠
損
に
は
不
備
が
あ
る
た

め
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
旨
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
裁

決
さ
れ
欠
損
処
分
と
な
っ
た
村
税

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
検
討

す
る
よ
う
税
務
課
長
に
命
じ
、
そ

の
後
税
務
課
で
不
納
欠
損
調
書
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
旨

の
報
告
を
受
け
決
裁
し
ま
し
た
。

職
員
に
職
務
の
重
大
さ
を
認
識
さ

せ
て
更
に
業
務
に
精
進
す
る
こ
と

を
指
導
徹
底
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
税
の
公
正

公
平
と
い
う
の
も
確
保
す
る
た
め

に
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
よ
う
に
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
　
戸
田
税
務
課
長

　
令
和
２
年
度
決
算
書
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
村
税
の
未
収
額
は
一
般

会
計
で
８
０
０
万
円
、
国
保
特
別

会
計
で
約
１
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
及
び

２
年
度
分
に
つ
い
て
は
時
効
中
断

の
範
囲
の
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
た

め
、
地
方
税
法
第
18
条
第
１
項
を

理
由
と
し
欠
損
処
分
を
行
い
時
効

完
成
さ
せ
た
こ
と
は
不
当
で
あ
っ

た
た
め
、
12
月
補
正
予
算
に
新
た

な
細
節
を
追
加
し
ま
し
た
。

質
問
②
　
耐
用
年
数
が
迫
る
新
郷

村
立
学
校
の
校
舎
及
び

体
育
館
等
の
今
後
に

つ
い
て

　
村
立
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
等

の
設
備
は
年
々
劣
化
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
耐
用
年
数
も
刻
一
刻
と
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
新
郷
村
立
の

校
舎
、
体
育
館
等
の
設
備
の
問

題
、
更
に
、
今
後
の
新
郷
村
の
教
育

体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
な
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
使
用
し
て
い
る
新
郷
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
設
備
改
修
を
実

施
し
環
境
を
整
え
、
ま
た
、
新
郷

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
令
和
４

年
度
に
国
庫
補
助
の
改
修
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
空
き
校
舎
に

つ
き
ま
し
て
も
旧
西
越
小
学
校
は

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
旧
新
郷
中
学
校

は
体
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て
お

り
ま
す
。

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
学
校
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な

い
、
旧
新
郷
中
学
校
、
旧
西
越
小

学
校
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
の
部

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
場
所

質
問
　
新
郷
村
風
力
発
電
地
域

連
携
協
力
金
は
い
つ
ま

で
か
、
ま
た
、
今
後
は

固
定
資
産
税
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
で
終
了
と
な

り
ま
す
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
ま
で
３
分

の
２
の
特
例
が
働
い
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は

約
１
億
７
１
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
償

却
資
産
で
す
の
で
、
少

し
ず
つ
下
が
っ
て
い
き

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事

業
補
助
２
４
０
万
円
と

あ
る
が
、
令
和
３
年
度

ま
で
は
２
分
の
１
の
補

助
率
で
、
令
和
４
年
度

か
ら
３
分
の
１
ま
た
は

６
分
の
１
に
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
補
助
率
は
下
げ
ま
し
た

が
、
対
象
者
は
増
や
し

た
い
と
い
う
意
味
で
す
。

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
用
途
変
更
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
村
の
教
育
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

皆
様
や
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
何
が
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
最
良
な
環
境
な

の
か
を
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

　
３
月
９
日
に
予
算
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
永
野
範
英
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
次
の
質
問
に
つ

い
て
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

★
予
算
特
別
委
員
会
と
は

　
予
算
審
査
の
た
め
に
本
会
議
で

議
決
さ
れ
設
置
さ
れ
る
委
員
会

【
財
産
収
入
】

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

質
問
　
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合

同
会
社
か
ら
の
土
地
建

物
貸
付
収
入
３
５
７
万

円
は
い
つ
ま
で
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
元
年
か
ら
始
ま
っ
て
ま

す
の
で
、
令
和
20
年
度

ま
で
で
す
。

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
酪
農
草
地
更
新
作
業
支

援
事
業
補
助
、
酪
農
４

戸
に
対
し
て
１
０
０
万

円
、
こ
れ
は
単
年
度
事

業
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
令
和
３
年
度
、
令
和
２

年
度
に
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
酪
農
活
性

化
協
議
会
と
も
協
議
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆

肥
施
設
改
築
事
業
に
つ

い
て
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
当
初
は
令
和
３
年
度
の

９
月
補
正
で
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
が
、
資

材
等
の
高
騰
に
よ
り
４

年
度
に
建
築
工
事
費
の

増
額
分
を
計
上
し
ま
し

た
。
繰
越
予
算
と
合
わ

せ
て
発
注
し
て
な
ん
と

か
４
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

【
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入

費
１
１
０
０
万
円
の
内

訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
現
在
２
台
で
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
４
年
度

に
お
い
て
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
１
台
を
更
新
し
ま

す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
１
６
０
万
円
、

３
年
以
上
居
住
す
る
意

思
が
あ
る
者
に
対
し
、

補
助
金
を
支
払
う
の
は

い
つ
で
す
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
入
居
と
は
別
に
補
助
金

交
付
申
請
を
受
け
て
支

払
い
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費

の
燃
料
費
１
０
０
０
万

円
、
光
熱
水
費
１
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度

決
算
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ

る
。
３
月
補
正
に
も
燃

料
費
２
３
０
万
円
の
追

加
、
光
熱
水
費
１
０
０

万
の
追
加
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
燃
料
高
に
よ

る
も
の
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
直
近
２
ヶ
月
で
は
約
25
％

程
値
上
げ
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
値
段
の
増

減
次
第
で
は
、
ま
た
、

補
正
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
土
木
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
、
患
者
バ
ス
購
入

費
４
５
０
万
円
の
車
種

等
を
教
え
て
下
さ
い
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
は
１
０
０
０
〜
１

２
０
０
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の

Ｓ
Ｕ
Ｖ
車
を
１
台
購
入

予
定
、
患
者
バ
ス
購
入

費
は
14
人
乗
り
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
車
を
購
入
予

定
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
農
村
公
園
遊
具
点
検
委

託
料
４
万
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
西
越
の
公
園
、
支
所
の

と
こ
ろ
の
遊
具
と
扇
ノ

沢
の
公
園
の
遊
具
で

す
。
も
し
、
使
え
な
い

の
で
あ
れ
ば
撤
去
ま
で

考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
除
雪
対
策
費
の
燃
料
費

が
２
年
度
決
算
で
は
１

８
８
万
４
９
０
２
円
で

す
が
２
５
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
費
の
高

騰
、
村
道
の
延
長
、
除

雪
費
も
上
が
る
と
見
込

ん
だ
た
め
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
県
営
農
村
地
域
防
災
減

災
事
業
の
頭
首
工
整
備

と
い
う
の
は
ど
こ
で
す

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
頭
首
工
は
西
越
の
森
の

下
用
水
組
合
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
補
修
工

事
他
の
女
ヶ
崎
橋
他
は

ど
こ
を
指
し
て
い
る
の

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
の
他
は

松
森
橋
で
す
。

【
県
補
助
金
】

◎
才
神
幸
男
　
委
員

質
問
　
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

ま
た
、
こ
こ
１
〜
２
年

の
自
殺
者
は
ど
の
ぐ
ら

い
の
人
数
な
の
か
。

○
松
森
厚
生
課
長

答
弁
　
年
１
回
ほ
ど
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
自
殺

対
策
の
講
演
会
等
を
開

い
て
い
ま
す
。
自
殺
者
に

つ
い
て
は
昨
年
の
４
月
辺

り
か
ら
２
名
程
だ
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
自
殺
に

関
わ
る
研
修
会
や
講
演

会
を
開
く
と
き
は
チ
ラ

シ
を
毎
戸
配
布
し
て
い

ま
す
が
参
加
者
が
非
常

に
少
な
い
状
況
で
す
。

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
国
営
五
戸
台
地
土
地
改

良
事
業
に
伴
う
元
利
償

還
負
担
金（
過
年
度
分
）

の
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
五
戸
台
地
を
造
設
し
た

と
き
の
負
担
金
で
、
償
還

金
未
納
分
で
す
。
滞
納

整
理
の
過
年
度
分
で
、
滞

納
額
は
３
０
０
万
円
程

度
あ
り
、
毎
年
10
万
円

位
が
返
済
さ
れ
て
い
ま

す
。
滞
納
整
理
を
順
次

進
め
て
お
り
ま
す
。

★
討
論
と
は

　
あ
る
表
決
を
要
す
る
議
題
と
な
っ

て
い
る
案
件
が
表
決
に
付
さ
れ
る

際
に
そ
の
前
段
階
に
お
い
て
そ
の

案
件
に
対
し
て
議
員
が
賛
成
ま
た

は
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

◎
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
歳
入
に
つ
い
て
温
泉
館
、
野
沢

温
泉
の
入
浴
料
の
整
合
性
、
歳
出

に
つ
い
て
、
温
泉
事
業
燃
料
費
、

光
熱
水
費
の
予
算
、
あ
ま
り
に
も

安
易
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
当
初
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
補
正
予
算
あ
り
き
の
考
え
で

は
な
く
も
っ
と
真
摯
に
向
き
合
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
を
付

し
て
賛
成
し
ま
す
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
表
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

求
め
質
疑
を
質
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
３
月
４
日
の
報
道
番
組
で
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
自
治
体

の
支
援
を
目
的
と
し
た
国
か
ら
の

交
付
金
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
こ
と
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
新
郷
村
が
約
５
７
０
０

万
円
を
か
け
て
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
改
修
し
た
他
、
コ
テ
ー
ジ
を
整

備
し
た
こ
と
に
批
判
的
な
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
コ
テ
ー

ジ
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
反
対
も
し

ま
し
た
が
、
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
今

更
反
対
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
交
付
金
の
使

い
道
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
村
民
に
使
い
道
を
わ
か

り
や
す
く
公
表
す
る
気
が
あ
る
の
か

村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
は
、
感
染

対
策
と
経
済
回
復
を
資
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
改
修
す
る

に
当
た
っ
て
業
者
に
工
事
発
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
の
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
国
・
県
に
事
業
の

概
要
等
精
査
し
て
も
ら
い
、
そ
の

採
択
を
受
け
て
事
業
遂
行
し
た
。

コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
感
染
者

が
出
た
場
合
一
時
退
避
・
隔
離
す

る
場
所
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
事
前
に
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
話

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
、
大
き
な

事
業
に
つ
い
て
は
広
報
紙
を
通
じ

周
知
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
提
出
者
稲
葉
議
員
、
賛
成
者

才
神
議
員
に
よ
り
、「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
つ

い
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
」の
議
員
発
議
を
行
い
採
択
さ

れ
、
農
林
水
産
大
臣
宛
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
討
論

議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
採
択

本
会
議

　質
疑

編

　集

　委

　員

委
員
長  

滝
沢 

　
仁
　
副
委
員
長  

才
神 

幸
男

委
　
員  

永
野 

範
英
　
委
　
員  

稲
葉 

嘉
浩

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で『
会
議
録
』を
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
号
の
内
容
に
つ
い
て
は

３
か
月
後
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
、
３
月
８

日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
と
３
月

９
日
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
記
事
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
消
防
団
員
の
確
保
対
策

に
つ
い
て

　
消
防
団
員
の
減
少
は
全
国
的
に

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
常

会
役
員
の
方
々
が
団
員
の
確
保
に

尽
力
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
３
月
議

会
に
お
い
て
村
長
は「
消
防
団
の

再
編
計
画
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
令
和
３
年
度
中
に
検
討
委

員
会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
消
防
団
再
編
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
24
日
に
分
団

に
対
し
て
再
編
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
令
和
３
年
８

月
25
日
に
消
防
団
本
団
会
議
に
て

再
編
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
消
防
団
幹
部
だ
け
で
な

く
多
く
の
団
員
か
ら
の
意
見
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
現
職
消
防
団
員
全

体
の
考
え
方
、
基
本
方
針
を
固
め

て
か
ら
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

等
に
よ
る
検
討
委
員
会
で
十
分
な

協
議
を
行
っ
た
上
で
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
機
能
別
消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
４
月
よ
り

制
度
開
始
で
き
る
よ
う
今
回
の
条

例
案
を
提
案
す
る
な
ど
、
三
戸
郡

下
統
一
の
年
額
報
酬
や
出
動
手
当

を
改
正
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
要
綱
を
作
成
し
、
消
防
活

動
の
現
場
で
不
足
す
る
消
防
力
を

補
完
す
る
募
集
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

質
問
②
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
支
援
と
啓
発
活
動

に
つ
い
て

　
村
で
は
平
成
20
年
に
消
防
団
で

ま
と
め
買
い
を
行
い
、
各
分
団
に

家
庭
用
と
し
て
販
売
し
警
報
器
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
方
々

へ
の
警
報
器
の
無
償
配
布
、
無
償

設
置
、
点
検
等
の
支
援
対
応
策
等

も
考
え
て
行
く
べ
き
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
火
災
警
報
器
の
内

容
、
寿
命
に
関
す
る
こ
と
、
交
換

を
促
す
お
知
ら
せ
等
の
啓
発
活

動
、
さ
ら
に
は
全
世
帯
へ
の
無
償

配
布
を
推
し
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
令
和
２
年
10
月
29
日
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
寄
贈
し
て
頂
き
、

新
郷
村
避
難
行
動
要
支
援
登
録
者

の
中
か
ら
15
世
帯
の
方
に
22
個
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
八
戸
地
域
防

災
協
会
の
事
業
実
施
要
綱
に
よ
り

ま
す
と
、
今
後
も
寄
贈
事
業
計
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
回
の
火

災
警
報
器
の
寄
贈
は
令
和
５
年
度

に
20
個
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
で
す

が
、
消
防
団
が
毎
年
行
っ
て
い
る

一
般
家
庭
防
火
診
断
の
際
に
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
広
報
し
ん
ご
う

へ
の
掲
載
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
火
災
報
知
器
の
無
償

提
供
で
す
が
、
財
政
の
方
の
考
え

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
検

討
さ
せ
な
が
ら
前
向
き
に
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
③
　
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
市
町
村
に

お
け
る
使
い
道
は
、
間
伐
や
人
材

育
成
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
の
森

林
整
備
と
、
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
と
す
る
こ
と
が
法
律
で
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
２
０
１
９

年
度
と
２
０
２
０
年
度
の
当
村
へ

の
配
分
額
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
大

都
市
に
有
利
な
人
口
割
が
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
本
村
へ
は
、
令
和
元
年
度
に
６

７
０
万
６
千
円
、
令
和
２
年
度
に

は
１
４
２
５
万
２
千
円
、
合
計
２

０
９
５
万
８
千
円
が
交
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
使
途
と
し
て

は
、
森
林
調
査
や
整
備
の
た
め
の

林
道
補
修
等
に
６
９
３
万
１
千

円
、「
森
林
経
営
管
理
法
」に
基
づ

く「
経
営
管
理
集
積
計
画
」作
成
に

必
要
で
あ
る「
林
地
台
帳
」整
備
費

に
４
１
３
万
３
千
円
を
支
出
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
９
８
９
万
７

千
円
は
造
林
事
業
者
の
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
予
算
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」事
業
な

ど
、
森
林
を
活
用
し
た
事
業
の
財

源
と
し
て
も
有
効
に
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
人
口
割
で
配

分
す
る
の
で
は
な
く
森
林
面
積
で

配
布
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
で
す
。

二
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
防
災
マ
ッ
プ
の
内
容

及
び
災
害
の
事
前
対
策

へ
の
活
用
に
つ
い
て

　
防
災
マ
ッ
プ
作
成
後
、
村
民
に

対
し
て
説
明
会
を
実
施
し
た
の
か

ど
う
か
今
後
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明

を
含
め
、
自
主
防
災
の
活
動
を
促

す
た
め
に
も
今
年
は
村
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
住
民
座
談

会
、
常
会
長
会
議
、
防
災
訓
練
等
を

開
催
で
き
ず
、
防
災
マ
ッ
プ
活
用

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
災
マ
ッ

プ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
に

対
し
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
去
年
、
昨
年
と
２
年

続
け
て
中
止
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
防
災
訓
練
の

み
な
ら
ず
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
又

行
事
等
に
つ
い
て
も
新
年
度
以
降

は
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
行
政
文
書
開
示
請
求
に

基
づ
き
開
示
さ
れ
た
不

納
欠
損
調
書
の
内
容
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
10
月
12
日
付
、
起
案

書
の
内
容
を
見
ま
す
と
、「
交
渉

記
録
等
の
確
認
を
見
落
と
し
た
」

「
元
年
度
の
臨
戸
徴
収
の
記
録
が

な
い
」「
納
税
指
導
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
」「
最
終
納
付
等
の
確
認

を
見
落
と
し
た
」等
の
事
由
や
、

「
滞
納
者
情
報
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
者
本

人
に
納
付
の
意
欲
が
あ
る
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
。
そ
の

後
の
対
策
は
。
今
現
在
の
納
付
状

況
は
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
再
発

防
止
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
税
務
課
長
か
ら「
令
和
２
年
度

分
不
納
欠
損
に
は
不
備
が
あ
る
た

め
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
旨
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
裁

決
さ
れ
欠
損
処
分
と
な
っ
た
村
税

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
検
討

す
る
よ
う
税
務
課
長
に
命
じ
、
そ

の
後
税
務
課
で
不
納
欠
損
調
書
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
旨

の
報
告
を
受
け
決
裁
し
ま
し
た
。

職
員
に
職
務
の
重
大
さ
を
認
識
さ

せ
て
更
に
業
務
に
精
進
す
る
こ
と

を
指
導
徹
底
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
税
の
公
正

公
平
と
い
う
の
も
確
保
す
る
た
め

に
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
よ
う
に
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
　
戸
田
税
務
課
長

　
令
和
２
年
度
決
算
書
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
村
税
の
未
収
額
は
一
般

会
計
で
８
０
０
万
円
、
国
保
特
別

会
計
で
約
１
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
及
び

２
年
度
分
に
つ
い
て
は
時
効
中
断

の
範
囲
の
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
た

め
、
地
方
税
法
第
18
条
第
１
項
を

理
由
と
し
欠
損
処
分
を
行
い
時
効

完
成
さ
せ
た
こ
と
は
不
当
で
あ
っ

た
た
め
、
12
月
補
正
予
算
に
新
た

な
細
節
を
追
加
し
ま
し
た
。

質
問
②
　
耐
用
年
数
が
迫
る
新
郷

村
立
学
校
の
校
舎
及
び

体
育
館
等
の
今
後
に

つ
い
て

　
村
立
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
等

の
設
備
は
年
々
劣
化
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
耐
用
年
数
も
刻
一
刻
と
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
新
郷
村
立
の

校
舎
、
体
育
館
等
の
設
備
の
問

題
、
更
に
、
今
後
の
新
郷
村
の
教
育

体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
な
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
使
用
し
て
い
る
新
郷
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
設
備
改
修
を
実

施
し
環
境
を
整
え
、
ま
た
、
新
郷

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
令
和
４

年
度
に
国
庫
補
助
の
改
修
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
空
き
校
舎
に

つ
き
ま
し
て
も
旧
西
越
小
学
校
は

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
旧
新
郷
中
学
校

は
体
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て
お

り
ま
す
。

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
学
校
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な

い
、
旧
新
郷
中
学
校
、
旧
西
越
小

学
校
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
の
部

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
場
所

質
問
　
新
郷
村
風
力
発
電
地
域

連
携
協
力
金
は
い
つ
ま

で
か
、
ま
た
、
今
後
は

固
定
資
産
税
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
で
終
了
と
な

り
ま
す
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
ま
で
３
分

の
２
の
特
例
が
働
い
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は

約
１
億
７
１
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
償

却
資
産
で
す
の
で
、
少

し
ず
つ
下
が
っ
て
い
き

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事

業
補
助
２
４
０
万
円
と

あ
る
が
、
令
和
３
年
度

ま
で
は
２
分
の
１
の
補

助
率
で
、
令
和
４
年
度

か
ら
３
分
の
１
ま
た
は

６
分
の
１
に
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
補
助
率
は
下
げ
ま
し
た

が
、
対
象
者
は
増
や
し

た
い
と
い
う
意
味
で
す
。

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
用
途
変
更
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
村
の
教
育
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

皆
様
や
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
何
が
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
最
良
な
環
境
な

の
か
を
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

　
３
月
９
日
に
予
算
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
永
野
範
英
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
次
の
質
問
に
つ

い
て
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

★
予
算
特
別
委
員
会
と
は

　
予
算
審
査
の
た
め
に
本
会
議
で

議
決
さ
れ
設
置
さ
れ
る
委
員
会

【
財
産
収
入
】

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

質
問
　
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
合

同
会
社
か
ら
の
土
地
建

物
貸
付
収
入
３
５
７
万

円
は
い
つ
ま
で
か
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
元
年
か
ら
始
ま
っ
て
ま

す
の
で
、
令
和
20
年
度

ま
で
で
す
。

◎
細
川
真
理
子
　
委
員

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
酪
農
草
地
更
新
作
業
支

援
事
業
補
助
、
酪
農
４

戸
に
対
し
て
１
０
０
万

円
、
こ
れ
は
単
年
度
事

業
か
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
令
和
３
年
度
、
令
和
２

年
度
に
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
酪
農
活
性

化
協
議
会
と
も
協
議
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆

肥
施
設
改
築
事
業
に
つ

い
て
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
当
初
は
令
和
３
年
度
の

９
月
補
正
で
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
が
、
資

材
等
の
高
騰
に
よ
り
４

年
度
に
建
築
工
事
費
の

増
額
分
を
計
上
し
ま
し

た
。
繰
越
予
算
と
合
わ

せ
て
発
注
し
て
な
ん
と

か
４
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

【
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入

費
１
１
０
０
万
円
の
内

訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
現
在
２
台
で
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
４
年
度

に
お
い
て
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
１
台
を
更
新
し
ま

す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
１
６
０
万
円
、

３
年
以
上
居
住
す
る
意

思
が
あ
る
者
に
対
し
、

補
助
金
を
支
払
う
の
は

い
つ
で
す
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
入
居
と
は
別
に
補
助
金

交
付
申
請
を
受
け
て
支

払
い
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費

の
燃
料
費
１
０
０
０
万

円
、
光
熱
水
費
１
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度

決
算
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ

る
。
３
月
補
正
に
も
燃

料
費
２
３
０
万
円
の
追

加
、
光
熱
水
費
１
０
０

万
の
追
加
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
燃
料
高
に
よ

る
も
の
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
直
近
２
ヶ
月
で
は
約
25
％

程
値
上
げ
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
値
段
の
増

減
次
第
で
は
、
ま
た
、

補
正
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
土
木
費
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
、
患
者
バ
ス
購
入

費
４
５
０
万
円
の
車
種

等
を
教
え
て
下
さ
い
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
自
動
車
購
入
費
３
０
０

万
円
は
１
０
０
０
〜
１

２
０
０
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の

Ｓ
Ｕ
Ｖ
車
を
１
台
購
入

予
定
、
患
者
バ
ス
購
入

費
は
14
人
乗
り
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
車
を
購
入
予

定
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
農
村
公
園
遊
具
点
検
委

託
料
４
万
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
西
越
の
公
園
、
支
所
の

と
こ
ろ
の
遊
具
と
扇
ノ

沢
の
公
園
の
遊
具
で

す
。
も
し
、
使
え
な
い

の
で
あ
れ
ば
撤
去
ま
で

考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
除
雪
対
策
費
の
燃
料
費

が
２
年
度
決
算
で
は
１

８
８
万
４
９
０
２
円
で

す
が
２
５
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
費
の
高

騰
、
村
道
の
延
長
、
除

雪
費
も
上
が
る
と
見
込

ん
だ
た
め
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
県
営
農
村
地
域
防
災
減

災
事
業
の
頭
首
工
整
備

と
い
う
の
は
ど
こ
で
す

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
頭
首
工
は
西
越
の
森
の

下
用
水
組
合
で
す
。

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
補
修
工

事
他
の
女
ヶ
崎
橋
他
は

ど
こ
を
指
し
て
い
る
の

か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
女
ヶ
崎
橋
橋
梁
の
他
は

松
森
橋
で
す
。

【
県
補
助
金
】

◎
才
神
幸
男
　
委
員

質
問
　
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

ま
た
、
こ
こ
１
〜
２
年

の
自
殺
者
は
ど
の
ぐ
ら

い
の
人
数
な
の
か
。

○
松
森
厚
生
課
長

答
弁
　
年
１
回
ほ
ど
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
自
殺

対
策
の
講
演
会
等
を
開

い
て
い
ま
す
。
自
殺
者
に

つ
い
て
は
昨
年
の
４
月
辺

り
か
ら
２
名
程
だ
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
自
殺
に

関
わ
る
研
修
会
や
講
演

会
を
開
く
と
き
は
チ
ラ

シ
を
毎
戸
配
布
し
て
い

ま
す
が
参
加
者
が
非
常

に
少
な
い
状
況
で
す
。

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】

◎
稲
葉
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
国
営
五
戸
台
地
土
地
改

良
事
業
に
伴
う
元
利
償

還
負
担
金（
過
年
度
分
）

の
説
明
願
い
ま
す
。

○
遠
藤
農
林
課
長

答
弁
　
五
戸
台
地
を
造
設
し
た

と
き
の
負
担
金
で
、
償
還

金
未
納
分
で
す
。
滞
納

整
理
の
過
年
度
分
で
、
滞

納
額
は
３
０
０
万
円
程

度
あ
り
、
毎
年
10
万
円

位
が
返
済
さ
れ
て
い
ま

す
。
滞
納
整
理
を
順
次

進
め
て
お
り
ま
す
。

★
討
論
と
は

　
あ
る
表
決
を
要
す
る
議
題
と
な
っ

て
い
る
案
件
が
表
決
に
付
さ
れ
る

際
に
そ
の
前
段
階
に
お
い
て
そ
の

案
件
に
対
し
て
議
員
が
賛
成
ま
た

は
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

◎
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
歳
入
に
つ
い
て
温
泉
館
、
野
沢

温
泉
の
入
浴
料
の
整
合
性
、
歳
出

に
つ
い
て
、
温
泉
事
業
燃
料
費
、

光
熱
水
費
の
予
算
、
あ
ま
り
に
も

安
易
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
当
初
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
補
正
予
算
あ
り
き
の
考
え
で

は
な
く
も
っ
と
真
摯
に
向
き
合
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
を
付

し
て
賛
成
し
ま
す
。

★
質
疑
と
は

　
討
論
や
表
決
に
入
る
前
に
当
該

事
件
に
つ
い
て
議
員
が
口
頭
で
提

案
者
等
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を

求
め
質
疑
を
質
す
こ
と

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
３
月
４
日
の
報
道
番
組
で
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
自
治
体

の
支
援
を
目
的
と
し
た
国
か
ら
の

交
付
金
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
こ
と
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
新
郷
村
が
約
５
７
０
０

万
円
を
か
け
て
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
改
修
し
た
他
、
コ
テ
ー
ジ
を
整

備
し
た
こ
と
に
批
判
的
な
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
コ
テ
ー

ジ
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
反
対
も
し

ま
し
た
が
、
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
今

更
反
対
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
交
付
金
の
使

い
道
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
村
民
に
使
い
道
を
わ
か

り
や
す
く
公
表
す
る
気
が
あ
る
の
か

村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
は
、
感
染

対
策
と
経
済
回
復
を
資
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
改
修
す
る

に
当
た
っ
て
業
者
に
工
事
発
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
の
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
国
・
県
に
事
業
の

概
要
等
精
査
し
て
も
ら
い
、
そ
の

採
択
を
受
け
て
事
業
遂
行
し
た
。

コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
感
染
者

が
出
た
場
合
一
時
退
避
・
隔
離
す

る
場
所
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
事
前
に
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
話

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
、
大
き
な

事
業
に
つ
い
て
は
広
報
紙
を
通
じ

周
知
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
提
出
者
稲
葉
議
員
、
賛
成
者

才
神
議
員
に
よ
り
、「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
つ

い
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
」の
議
員
発
議
を
行
い
採
択
さ

れ
、
農
林
水
産
大
臣
宛
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
討
論

議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
採
択

本
会
議

　質
疑

編

　集

　委

　員

委
員
長  

滝
沢 

　
仁
　
副
委
員
長  

才
神 

幸
男

委
　
員  

永
野 

範
英
　
委
　
員  

稲
葉 

嘉
浩

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で『
会
議
録
』を
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
号
の
内
容
に
つ
い
て
は

３
か
月
後
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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後期高齢者医療制度に関するお知らせ住宅用火災警報器の
設置について

　火災の逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報
器を設置しましょう。設置済みの場合は、定期
的に作動確認をしましょう。
　また、設置から10年以上経過している場合に
は、電池切れなどにより正常に作動しないこと
がありますので、10年を目安に新しいものに
交換しましょう。
　住宅用火災警報器の詳細については、八戸広域
消防本部のホームページでご確認ください。
https://ｗｗｗ.city.hachinohe.aomori.jp/section/koiki/shobo/

問い合わせ　
　八戸広域消防本部予防課　℡ 0178－44－2133
　五戸消防署西分遣所　　　℡ 0178－78－2119

　例年、春の野山は空気が乾燥しているうえ、

地面には落ち葉が堆積しており、山火事が発生

すると燃え広がりやすい環境になっています。

　また、山林周辺の田畑では農作業が始まり、

山菜採りなど山林への出入りが多くなる時期

です。特に、枯れ草や水田周辺のあぜ道を野焼

きするなど火を取扱う作業が増えることから、

山火事の発生の危険性が高まっております。

　山火事は貴重な森林を
　　　一瞬のうちに焼失させる災害です

１　山火事の怖さ
　火の粉が飛散し同時多発的に着火延焼する
こと、延焼スピードが速いこと、消火活動が
困難なことなどが挙げられます。
　山火事は延焼しやすく消火しにくい火災で
あり、大規模な火災に発展して地域社会に甚大
な影響を与えることから、山火事を発生させな
いことが最も大切です。
　私たち一人ひとりの力を合わせ、恐ろしい
山火事を防ぎましょう。

２　山火事発生の原因
　山火事の主な発生原因は、たき火の不始末や
たばこの投げ捨てなど人為的なものとなって
います。
　山火事の多くが、ちょっとした火の取扱の
不注意により発生していることから、次のこと
を守ってください。
○強風時及び乾燥時にはたき火、野焼きをしな

いこと
○枯れ草などのある火災が

起こりやすい場所では、
たき火をしないこと

○たき火など火を取扱う前には水バケツ等を
準備し、火を取扱っている時はその場を離れ
ず、使用後は必ず完全に消火すること　

○たき火や野焼きをするときは周囲にも知らせ、
一人で行わないこと

○たばこの吸い殻は必ず消すとともに、投げ
捨てをしないこと

○火遊びをしないこと　　

　山火事の多くは人災であり、私たち一人ひとり
が気をつければ防ぐことができる災害です。山火
事防止のために、皆様の御協力をお願いします。

五戸消防署西分遣所　℡ 78－2119

◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆

・2022年（令和４年）10月１日から、一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）は、現役並み所得者
（窓口負担３割）を除き、医療費の窓口負担が２割になります。

・変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約20％の方です。

※住民税非課税世帯の方は基本的に１割負担となります。

※１　後期高齢者医療の被保険者とは
　　　75歳以上の方（65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む）
※２　「課税所得」とは

住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除等、所得控除（基礎控除や社会
保険料控除等）等を差し引いた後の金額）です。

※３　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※４　課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※５　「その他の合計所得金額」とは
　　　事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

区　分 医療費負担割合

現役並み所得者 ３ 割

一般所得者等※ １ 割

区　分 医療費負担割合

現役並み所得者 ３ 割

一定以上所得のある方 ２ 割

一般所得者等※ １ 割

一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）の医療費の窓口負担が変わります

　（令和４年９月30日まで） 　（令和４年10月１日から）

現役並み所得※４に当たるか

世帯内75歳以上の方※１のうち課税所得が28万円以上※２の方がいるか

世帯全員が
３割

世帯全員が
１割 １割 ２割 世帯全員が

１割
世帯全員が
２割

当たる 当たらない

いない いる

１人だけ

200万円
未満

200万円
以上

２人以上

世帯に75歳以上の方※１が２人以上いるか

320万円
未満

320万円
以上

「年金収入※３+ その他の
合計所得金額※５」が

200万円以上か

「年金収入※３+ その他の
合計所得金額※５」の

合計が320万円以上か

　この春、学生から新社会人になるなど、就職
したことにより社会保険等に加入された方で、
国民健康保険の資格喪失の届出をまだしていな
い方はいらっしゃいませんか？
　国民健康保険に加入していた方が社会保険等
に加入した場合は、国民健康保険の資格喪失届
は必ず行ってください。
　社会保険等に加入した日（就職した日）から、
国民健康保険の被保険者証は使用することが
できませんので、必ず返還をお願いします。

○手続きの窓口

・役場住民課

○手続きに必要なもの

・国民健康保険被保険者証（返還）
・社会保険等に加入した証明書または社会

保険等被保険者証
・国民健康保険を離脱する方のマイナンバー

が確認できるもの
・印鑑（世帯主）
・手続きに来庁される方の身分証明書
　（運転免許証等）

問い合わせ　役場住民課　℡ 78－2111（内603）

国民健康保険加入のみなさまへ…

資格喪失届を忘れずに！
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山菜採りなど山林への出入りが多くなる時期

です。特に、枯れ草や水田周辺のあぜ道を野焼

きするなど火を取扱う作業が増えることから、

山火事の発生の危険性が高まっております。

　山火事は貴重な森林を
　　　一瞬のうちに焼失させる災害です

１　山火事の怖さ
　火の粉が飛散し同時多発的に着火延焼する
こと、延焼スピードが速いこと、消火活動が
困難なことなどが挙げられます。
　山火事は延焼しやすく消火しにくい火災で
あり、大規模な火災に発展して地域社会に甚大
な影響を与えることから、山火事を発生させな
いことが最も大切です。
　私たち一人ひとりの力を合わせ、恐ろしい
山火事を防ぎましょう。

２　山火事発生の原因
　山火事の主な発生原因は、たき火の不始末や
たばこの投げ捨てなど人為的なものとなって
います。
　山火事の多くが、ちょっとした火の取扱の
不注意により発生していることから、次のこと
を守ってください。
○強風時及び乾燥時にはたき火、野焼きをしな

いこと
○枯れ草などのある火災が

起こりやすい場所では、
たき火をしないこと
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・2022年（令和４年）10月１日から、一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）は、現役並み所得者
（窓口負担３割）を除き、医療費の窓口負担が２割になります。

・変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約20％の方です。

※住民税非課税世帯の方は基本的に１割負担となります。

※１　後期高齢者医療の被保険者とは
　　　75歳以上の方（65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む）
※２　「課税所得」とは
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　　　事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

区　分 医療費負担割合

現役並み所得者 ３ 割

一般所得者等※ １ 割

区　分 医療費負担割合

現役並み所得者 ３ 割

一定以上所得のある方 ２ 割

一般所得者等※ １ 割

一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）の医療費の窓口負担が変わります

　（令和４年９月30日まで） 　（令和４年10月１日から）
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資格喪失届を忘れずに！
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まごころ奨学金の募集
　まごころ奨学金とは、犯罪被害に遭われた方の子どもを対象とした給付型の奨学金です。

対　　　　象：保護者が、理不尽な犯罪に遭遇し、経済的に不安定となったため、奨学金を必要とする
家庭の子どもで、高校・専修学校（専門課程・高等課程）・特別支援学校高等部・高等
専門学校・短大・大学・大学院が対象となっています。

形　　　　式：給付
期　　　　間：在学する学校の正規の修業期間内
給　付　額

不妊専門相談に関するお知らせ
　不妊や不育症で悩む夫婦等に対し、不妊・不育に関する専門医の相談、治療に関する情報提供を行っ
ています。※相談者に関する秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。 

対　　　　象　八戸圏域連携中枢都市圏の関係市町村（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・
階上町・新郷村・おいらせ町）に住所を有する方

場　　　　所　八戸市保健所　すくすく親子保健課　相談室
相談対応者　産婦人科医師・保健師・助産師
日　　　　程　毎月１回（指定日）

◯水曜日（午後４～５時）
　令和４年　６月15日・７月20日・９月７日・10月19日・12月21日
　令和５年　１月18日・３月15日
○土曜日（午後３～４時）
　令和４年　５月14日・８月６日・11月12日
　令和５年　２月４日
（※都合により日程・会場等を変更する場合があります。詳細についてはお問い合わせください。）

相 談 方 法　面接相談（要予約）１回30分程度の面接になります。
相談は無料です。

お申し込み先　※相談日の１週間前までに電話でお申し込みください。予約された方には事前に問診票を送ります。
町村の方は、電話での予約後、送付先を確認させていただきますので、「希望申込書」を
八戸市担当者宛に送付ください。ご案内チラシ・希望申込書は新郷村厚生課にございます。

※詳しくは、厚生課（℡ 61－7555）までお問い合わせください。

県税手続の際は、マイナンバーの記載と
本人確認にご協力を

　マイナンバー（個人番号）は、社会保障・税・
災害対策に係る行政手続きで利用されています。
県税手続では、次の２点にご協力をお願いします。
①個人番号及び法人番号記載欄のある税務関係

書類（申告書等）への番号の記載
②個人番号を記載した申告書等を提出する際の

本人確認
＜本人確認書類の例＞

※通知カードは、そのカードに記載された氏名、住所
等が住民票に記載されている事項と一致している
場合に限り、本人確認書類として利用できます。

　詳しくは、県ホームページ「マイ
ナンバー制度に係る県税手続につい
て」をご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部
　　　　　　℡ 0178－27－4455

申　　　　請：申請は随時受け付けています。ホームページをご確認いただくか、下記お問い合わせ
先へご連絡ください。

審 査 期 間：申請から審査・給付開始まで、約４～６カ月かかります。

お問い合わせ：〒107－8404　東京都港区赤坂１－２－２
　　　　　　　日本財団　まごころ奨学金　係
電 話 番 号：03－6229－5111（平日 午前９時～午後５時）
メ　ー　ル：magokoro@ps.nippon-foundation.or.jp
ホームページ：http://nf-yoho.com/

大学院

大学・短大
高等専門学校４年以上または専修学校専門課程

高等学校・高等専門学校３年以下
専修学校高等課程または特別支援学校高等部

50,000円

月　額

国立・公立  17,000円
私　　　立  25,000円

300,000円

50,000円 300,000円

 50,000円

入学一時金

マイナンバーの確認

通知カード（※） 運転免許証またはパスポート等

身元確認

個人番号カード

　労働保険の年度更新手続きを行っていただく
時期となりました。
　申告書の提出と保険料等の納付は、６月１日
（水）から７月11日（月）までとなっています。
お早めの手続きをお願いします。
　なお、申告手続きは窓口及び郵送によるほ
か、インターネットからの電子申請が便利で人
との接触もなく安全です。
　また、納付についても口座振替の利用が便利
で安全です。
　詳しくは、厚生労働省ＨＰ、青森労働局ＨＰ
を検索いただくか、お近くの労働基準監督署又は
青森労働局総務部労働保険徴収室（℡ 017－734－
4145）にお問い合わせください。
厚生労働省ホームページ
　https://www.mhlw.go.jp/index.html
青森労働局ホームページ
　https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-roudoukyoku/home.html

労働保険の年度更新手続きはお早めに！!

　村では、今年度の主食用米を作付けする方に
対して、補助金を交付します。今年度主食用
米を作付けするために種子または苗を購入し、
営農計画書を提出した方が対象となります。
八戸農業協同組合以外から購入した方は

・令和４年産用として購入した種子または苗
の領収書（写し）

・補助金の交付先として指定する口座の通帳（写し）
・はんこ

をご持参の上、６月30日までに役場農林課で
申請手続きをしてください。
※八戸農協から購入した方は手続きの必要はあ

りません。６月以降に八戸農協と取引のある
口座に入金されます。

問い合わせ　役場農林課　℡ 78－2111（内303）

主食用米作付け支援事業のお知らせ

県ＨＰ

　女性のためのキャリアアップ講座を開講しま
す。仕事に役立つビジネススキル研修（企画提案
力研修など）や施設見学を実施する予定です。
講座の期間：令和４年度から２年間
開 催 日 時：原則木曜　午後１時30分～５時
回　　　数：年７回程度
場　　　所：八戸市庁内会議室など
対　　　象：２年間の受講が可能な20歳～49歳

（令和４年５月１日現在）の女性で、
八戸圏域（八戸市・三戸町・五戸町・
田子町・南部町・階上町・新郷村・
おいらせ町）の事業所に勤務して
いる、または在住の人

定　　　員：25人程度（先着順）
※事業所として申し込みの場合は

１事業所につき５人まで
受　講　料：無料　※託児あり（就学前まで）
申　込　書：市民連携推進課、市庁本館・別館

案内、南郷事務所、各公民館、各
市民サービスセンターで配布
（市ホームページからダウンロード可）

申　・　問：５月９日（月）～６月３日（金）に申込書
を郵送、ＦＡＸ、Ｅメールまたは
電話で市民連携推進課へ。八戸市
ホームページからの申し込みも可能。

※受付期間前の申し込みは受け付けておりません
のでご注意ください。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に
より、内容や開催方法に変更が生じる場合が
あります。

TEL：0178－43－9217　FAX：0178－47－1485
Ｅメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp
ホームページ：八戸市ホームページ内で

「女性チャレンジ講座」を検索

女性チャレンジ講座受講者募集
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まごころ奨学金の募集
　まごころ奨学金とは、犯罪被害に遭われた方の子どもを対象とした給付型の奨学金です。

対　　　　象：保護者が、理不尽な犯罪に遭遇し、経済的に不安定となったため、奨学金を必要とする
家庭の子どもで、高校・専修学校（専門課程・高等課程）・特別支援学校高等部・高等
専門学校・短大・大学・大学院が対象となっています。

形　　　　式：給付
期　　　　間：在学する学校の正規の修業期間内
給　付　額

不妊専門相談に関するお知らせ
　不妊や不育症で悩む夫婦等に対し、不妊・不育に関する専門医の相談、治療に関する情報提供を行っ
ています。※相談者に関する秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。 

対　　　　象　八戸圏域連携中枢都市圏の関係市町村（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・
階上町・新郷村・おいらせ町）に住所を有する方

場　　　　所　八戸市保健所　すくすく親子保健課　相談室
相談対応者　産婦人科医師・保健師・助産師
日　　　　程　毎月１回（指定日）

◯水曜日（午後４～５時）
　令和４年　６月15日・７月20日・９月７日・10月19日・12月21日
　令和５年　１月18日・３月15日
○土曜日（午後３～４時）
　令和４年　５月14日・８月６日・11月12日
　令和５年　２月４日
（※都合により日程・会場等を変更する場合があります。詳細についてはお問い合わせください。）

相 談 方 法　面接相談（要予約）１回30分程度の面接になります。
相談は無料です。

お申し込み先　※相談日の１週間前までに電話でお申し込みください。予約された方には事前に問診票を送ります。
町村の方は、電話での予約後、送付先を確認させていただきますので、「希望申込書」を
八戸市担当者宛に送付ください。ご案内チラシ・希望申込書は新郷村厚生課にございます。

※詳しくは、厚生課（℡ 61－7555）までお問い合わせください。

県税手続の際は、マイナンバーの記載と
本人確認にご協力を

　マイナンバー（個人番号）は、社会保障・税・
災害対策に係る行政手続きで利用されています。
県税手続では、次の２点にご協力をお願いします。
①個人番号及び法人番号記載欄のある税務関係

書類（申告書等）への番号の記載
②個人番号を記載した申告書等を提出する際の

本人確認
＜本人確認書類の例＞

※通知カードは、そのカードに記載された氏名、住所
等が住民票に記載されている事項と一致している
場合に限り、本人確認書類として利用できます。

　詳しくは、県ホームページ「マイ
ナンバー制度に係る県税手続につい
て」をご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部
　　　　　　℡ 0178－27－4455

申　　　　請：申請は随時受け付けています。ホームページをご確認いただくか、下記お問い合わせ
先へご連絡ください。

審 査 期 間：申請から審査・給付開始まで、約４～６カ月かかります。

お問い合わせ：〒107－8404　東京都港区赤坂１－２－２
　　　　　　　日本財団　まごころ奨学金　係
電 話 番 号：03－6229－5111（平日 午前９時～午後５時）
メ　ー　ル：magokoro@ps.nippon-foundation.or.jp
ホームページ：http://nf-yoho.com/

大学院

大学・短大
高等専門学校４年以上または専修学校専門課程

高等学校・高等専門学校３年以下
専修学校高等課程または特別支援学校高等部

50,000円

月　額

国立・公立  17,000円
私　　　立  25,000円

300,000円

50,000円 300,000円

 50,000円

入学一時金

マイナンバーの確認

通知カード（※） 運転免許証またはパスポート等

身元確認

個人番号カード

　労働保険の年度更新手続きを行っていただく
時期となりました。
　申告書の提出と保険料等の納付は、６月１日
（水）から７月11日（月）までとなっています。
お早めの手続きをお願いします。
　なお、申告手続きは窓口及び郵送によるほ
か、インターネットからの電子申請が便利で人
との接触もなく安全です。
　また、納付についても口座振替の利用が便利
で安全です。
　詳しくは、厚生労働省ＨＰ、青森労働局ＨＰ
を検索いただくか、お近くの労働基準監督署又は
青森労働局総務部労働保険徴収室（℡ 017－734－
4145）にお問い合わせください。
厚生労働省ホームページ
　https://www.mhlw.go.jp/index.html
青森労働局ホームページ
　https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-roudoukyoku/home.html

労働保険の年度更新手続きはお早めに！!

　村では、今年度の主食用米を作付けする方に
対して、補助金を交付します。今年度主食用
米を作付けするために種子または苗を購入し、
営農計画書を提出した方が対象となります。
八戸農業協同組合以外から購入した方は

・令和４年産用として購入した種子または苗
の領収書（写し）

・補助金の交付先として指定する口座の通帳（写し）
・はんこ

をご持参の上、６月30日までに役場農林課で
申請手続きをしてください。
※八戸農協から購入した方は手続きの必要はあ

りません。６月以降に八戸農協と取引のある
口座に入金されます。

問い合わせ　役場農林課　℡ 78－2111（内303）

主食用米作付け支援事業のお知らせ

県ＨＰ

　女性のためのキャリアアップ講座を開講しま
す。仕事に役立つビジネススキル研修（企画提案
力研修など）や施設見学を実施する予定です。
講座の期間：令和４年度から２年間
開 催 日 時：原則木曜　午後１時30分～５時
回　　　数：年７回程度
場　　　所：八戸市庁内会議室など
対　　　象：２年間の受講が可能な20歳～49歳

（令和４年５月１日現在）の女性で、
八戸圏域（八戸市・三戸町・五戸町・
田子町・南部町・階上町・新郷村・
おいらせ町）の事業所に勤務して
いる、または在住の人

定　　　員：25人程度（先着順）
※事業所として申し込みの場合は

１事業所につき５人まで
受　講　料：無料　※託児あり（就学前まで）
申　込　書：市民連携推進課、市庁本館・別館

案内、南郷事務所、各公民館、各
市民サービスセンターで配布
（市ホームページからダウンロード可）

申　・　問：５月９日（月）～６月３日（金）に申込書
を郵送、ＦＡＸ、Ｅメールまたは
電話で市民連携推進課へ。八戸市
ホームページからの申し込みも可能。

※受付期間前の申し込みは受け付けておりません
のでご注意ください。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に
より、内容や開催方法に変更が生じる場合が
あります。

TEL：0178－43－9217　FAX：0178－47－1485
Ｅメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp
ホームページ：八戸市ホームページ内で

「女性チャレンジ講座」を検索

女性チャレンジ講座受講者募集



各種相談

僕の家には、いろんな色の積み
木があるよ！積み木で遊ぶのが
好きで、高く重ねることが出来
るんだぁ～！

大好きな家族の絵を描きました♥
「ママ～！らいむ～！けんちゃ～
ん！きせ～！みんな大好き♥」

髙 山　稜 永くん（うめ組）
たか やま

古 川　陽 彩さん（うめ組）
いろひふる かわ

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園336

えいりょう

４/１～６/10は山火事防止
運動強調期間です。
山火事は一人ひとりの注意で防ぐことができます

火を使うときは十分気をつけましょう
『山火事を  防ぐあなたの  心がけ』

役場農林課  TEL 78－2111

山火事を防ごう５月
男　1,121人（－11人）
女　1,151人（－４人）
計　2,272人（－15人）
世帯数905世帯（－１世帯）
（令和４年３月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

16

燃えるごみ収集日

今年は、14人の１年生が入学しました。
元気いっぱいの１年生です。
地域の皆さん、どうぞよろしくお願いします！

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

小学校、中学校入学式など　Ｐ２－３

・春の交通安全運動・火災予防運動 ………… Ｐ４－５
・新郷村職員配置及び機構図 ………………… Ｐ６－７
・議会だより　令和４年３月定例会 ………… Ｐ８－11
・後期高齢者医療制度に関するお知らせ …… Ｐ12

今月の話題

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

新小学１年生です★★ 村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時

（相談室）
障がい者出張相談
５月11日  ※予約制
℡61－7555

（総合福祉センター）
行政相談
５月17日　午前９時～11時

（相談室）
「くらし」と「しごと」無料相談会
５月24日　午後１時～４時

（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2022年
さつき
May

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

皐月

98

71 2 6543 こどもの日みどりの日憲法記念日

121110 13 14

1615 17 18 19 20 21

24 25 26 27 2822 23

29 30 31 3 41 2

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

第450回
子ども会親子早起き
掃除・親子花植え活動

障がい者出張相談
（予約制）

行政相談

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

粗大ごみ収集受付
（～９日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えないごみ収集日

「くらし」と「しごと」
無料相談会

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報 月号
2022年
令和４年

No.313

燃えるごみ収集日

４

結核・肺がん検診


